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第 1 節 研究目的 
1908 年以来、第 2 次世界大戦前後を除いて 1972 年の移民船廃止まで、
日本とは対蹠点にあたるブラジルという遠隔地へ向けて、日本人移民送

























を行ったことがある 1。筆者のブラジルでの活動「この人は誰 ?（Quem é 
esta pessoa ?)」の人名の判明した写真資料を分析し、日本人移民の活動
地域がサンパウロ市を中心とする、半径 300 ㎞以遠に偏在していたことを




















で終了したと記されているが、ブラジルの場合、1973 年 3 月 27 日、最後
の移民船「日本丸」が 285 名の移住者を乗せてサントス港に着岸してお
                                                   
1 2012 年 7 月 1 日、日本移民学会第 22 回年次大会、関西学院大学。 
2 モジアナ地方は、モジアナ鉄道沿線地域、アルトパウリスタは、パウリスタ延長線沿
線地域を指す。 
3  移民研究会『日本の移民研究－動向と文献目録Ⅰ（明治初期－1992 年 9 月）』

























                                                   




5 森本豊臣「日本における移民研究の動向と展望」『移民研究年報』第 14 号（日本移民 
学会、2008 年） 
6  坂口満宏「日本におけるブラジル国策移民事業の特質」『史林』97 巻 1 号、2014 年。  
7  飯野正子「移民研究の現状と展望」公開講座「日本人と海外移住｣（海外移住資  










なわち、第１集「ブラジル社会学の展望」（1953 年）、第 2 集「ブラジル
の移民問題」（1954 年）、第 3 集「ノルデステの風土と社会」（1956 年）、




1965 年 2 月には、サンパウロ人文科学研究所として正式に活動を開始
し、毎年研究年報である「研究レポート（ANUÁRIO）」を刊行するように














                                                   
9 サンパウロ人文科学研究所（Centro de Estudos Nipo-Brasileiros, Rua São  
Joaquim,381 Cp 30023 SÂO PAULO, BRASIL）「研究レポート(ANUÁRIO 1966,1,）、1 頁。 

























刷りの雑誌型(16.5cm×24cm)の大きさで、30 ないし 40 頁のものであった。 
週刊とは駐してあったが、やはり「南米」というのがその名であった。



































部構成で、第 1 部「日本移民 80 年の歩み」、第 2 部「日本移民のブラジ







2008 年のブラジル移民 100 年を契機に、ブラジル移民研究の傾向が次
第に変化し、森幸一1 1によれば、近年の研究は、言語研究と文化研究が半













一乗船者・自由渡航者であった1 3。香山は契約移民と共に 1908 年ブラジ
ルに渡り、1976 年に 90 歳で死去するまで、ブラジル日本人社会の中で
『聖報』の創刊、『のろえすて日本人年鑑』をはじめとする各種年鑑、移
民史、インディオの研究、聖報俳壇の創設など多面的に活動をしてきた
初期移民知識人の一人であった1 4。  
ブラジル日本移民史研究の中で、戦前の日本語新聞についての研究は
多いとは言えない。戦前の日本語新聞に関する記述としては、香山六郎
                                                   





1 2  森幸一「ブラジル日本移民・日系研究の回顧と展望」丸山浩明編『ブラジル日本移
民百年の軌跡』(明石書店、2010 年)、52－61 頁。 
1 3  皇国殖民合資会社「明治 41 年 4 月 27 日、笠戸丸、6 月 18 日サントス港着 第 1
回伯剌西爾移民渡航者名簿－非移民名簿」、(アジア歴史研究所マイクロフィルム、
2013 年検索)。 
1 4  1886 年 1 月 5 日生～1976 年 4 月 6 日没、熊本県熊本市出身、サンパウロ市グアラ
シ街にて死没（享年 90 歳）。 
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自身が 1949 年に刊行した『移民四十年史』1 5が嚆矢とされる。同史「第




















                                                   
1 5  香山六郎『移民四十年史』（私家本、1949 年）、407-410 頁に「第 8 章 コロニア出
版史、新聞及び雑誌」として体系的に記述されている。この形式は改良を加えられ









1 8 清谷益次「新聞は移民にとって何であったか」『人文研』第 2 巻（その 1）、第 3 巻




























者の第 6 章作成にかかわるものであり、共鳴するものがあった。 
                                                   
1 9 深沢正雪「第 2 章 日系メディア史」『ブラジル日本移民百年史』第 3 巻 生活と文
化編(1)（ブラジル日本移民百年史編纂委員会、2010 年）、風響社、80-250 頁。 
2 0 飯田耕二郎「移民の魁・星名謙一郎のブラジル時代」『大阪商業大学論集』第 151・
152 号（大阪商業大学、2009 年）、437-451 頁。 



























                                                   
2 2 細川周平『日系ブラジル移民文学 Ⅰ－日本語の長い旅[歴史]』（みすず書房、2012 
年）、362-365 頁。 




年初版、2012 年改訂版、2009 年にはポルトガル語版『Cem anos de águas corridas』
を出版している。 

































                                                                                                                                                
冊のみであった (2013 年 11 月、筆者確認)。2016 年 11 月再訪したが、それ以上の
香山関係誌を探し当てることはできなかった。 
2 6  永田稠、前掲書 4）、アンドウ・ゼンパチ「日本移民の社会史的研究」『研究レポ 




















第 4 節 研究内容 















































                                                   
2 7 日本からラジオ東京の南米向け日本語放送が開始されたのは、1937 年 1 月、ブラジ













   
出典：Caio SHIOMI『勇気のある者 DAITAN NA』. 
Associação Assistencial Cultural e Esportiva de Andradina,  
Associação Cultural Nipo-brasileira de Guaraçaí . 




第 5 節 本論の構成 
本論を序章と本章（第 1 章～第 7 章）、終章とで構成する。 
序 章 研究目的および研究課題・研究方法 
第 1 章 戦前期ブラジル移民概説と時期区分 
第 2 章 香山六郎の移動の原点 
第 3 章 渡航者意識から移民意識へ 
第 4 章 聖州新報創刊から廃刊まで、戦後の香山 
第 5 章 ブラジル・ノロエステ地方における日本語新聞の果した役割 
第 6 章 ブラジル移民知識人香山六郎の言動 
－移民俳句と日本語新聞を通して－ 
第 7 章 コーヒー干害低利貸付資金問題と移民政策 












第 1 章  戦前期ブラジル移民概説と時期区分  
 
第 1 節 戦前期ブラジル移民概説 
1908 年 6 月 18 日、ブラジル行第 1 回笠戸丸移民が、ブラジル・サン
トス港に着岸してから本年で 109 年の時が流れた。戦前の移民数は、第
1 回笠戸丸移民から 1941 年 8 月 12 日着の戦前最後の移民船ぶえのすあ
いれす丸まで、輸送船 33隻が 322回にわたって輸送した結果 18万 5,000
人以上となった（表 1-1）。1952 年に再開され 1985 年に終了した戦後の









し、1888 年の奴隷解放宣言によるコーヒー農園労働者不足と 1880 年代
最大の移民送出国であったイタリアからの移民が 1890 年代には移民総







                                                   
1 ニッケイ新聞「日系人口は 190 万人で統一を」2016 年 4 月 23 日。なお、1958 年に
外務省移民課が設置されると、従来の「移民」は「移住者」と公称されるようにな
った。 
2 日本ブラジル交流誌編集委員会『日本ブラジル交流史―日伯関係 100 年の回顧と展
望―』（日本ブラジル修好 100 周年記念事業組織委員会、1995 年）、428-429 頁。 
3  斉藤広志『新しいブラジル－新版』（サイマル出版社、1983 年）、93 頁。 
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表 1-1 戦前期ブラジル移民輸送船一覧     




























万人に留まっていた。契約移民                         
制度廃止の反動は、1924 年以降
のブラジル移民増加の一因と 
                                                   






1 笠戸丸 1908・6 1 780
2 旅順丸 1910・6 1 921
3 神奈川丸 1912・4-1931・6 17 6993
4 厳島丸 1912・4 1 1410
5 第二雲海丸 1913・5 1 1493
6 若狭丸 1913・5-1930・7 16 14565
7 帝国丸 1913・10-1914・5 2 4064
8 伏見丸 1917・1 1 13
9 河内丸 1917・8-1931・4 15 5787
10 志あとる丸 1917・8-1924・11 7 698
11 たこま丸 1917・12-1924・9 3 302
12 はわい丸 1918・5-1935・2 20 12003
13 博多丸 1918・9-1930・6 9 6324
14 讃岐丸 1918・10-1919・12 3 2411
15 鎌倉丸 1919・7-1931・2 14 4836
16 土佐丸 1920・5-1920・12 2 765
17 ぱなま丸 1921・3-1925・5 4 545
18 志かご丸 1922・2-1925・8 5 1168
19 めき志こ丸 1923・3-1925・7 5 961
20 かなだ丸 1924・7-1925・11 3 790
21 阿波丸 1924・12-1926・1 3 895
22 まにら丸 1925.2-1935・10 20 13807
23 らぷらた丸 1926・6-1939・11 32 18404














29 あらびあ丸 1932・5-1941・5 9 6001
30 あふりか丸 1932・7-1936・9 11 6869





















民をサントス港まで輸送すること、第 1 回は 1908 年 5 月までに 1,000
人を輸送することの移民輸入契約が基盤であった6。日本人移民にはコ
ーヒー園労働者不足の補填的要素を担わされていたのである。皇国殖民



















                                                   
5 原口邦紘「移民の歴史―日本人海外発展の展開」『歴史と地理』430（山川出版社、
1991 年）、24 頁。 
6 外務省通商局「皇国殖民合資会社伯剌西爾国移民取扱１件 明治 41 年」3.8.2.0-243、

















族移民）と自由渡航者からなる笠戸丸移民を嚆矢とした(図 1-1）。  
 





    参考資料:外務省領事移住部『わが国民の海外発展 移住百年の歩み(資料編)』 
(外務省、1972 年) 
 
                                                   
9  Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil,OS IMIGRANTES 
JAPONASES PRECURSORES（MUSEU,2007 年）、48 頁、78 頁。 
黎 明 期  発 展 期  衰 退 期  
第 1 次 共 和 制 （ オ リ ガ ー キ ー ）  
第 2 次共和制  




図 1-1 より、移民数は 1923 年を境に 2 分割することができる。すな




ステムを踏襲したもので、1923 年までに約 3.3 万人に達した。一方、
国策移民は日本政府の補助金による移民が主体で、1941 年までに 15.5
万人余りであった。 








ウロ州政府は、日本人移民導入にあたって 1907 年 1 月に新移植民法を
公布し、その第 20 条に基づき同年 11 月、州農務長官ドクトル・カルロ
ス・ポテーリョと皇国植民合資会社水野龍との間に、日本移民輸送条件
に関する契約を正式に調印し、12 歳以上の成人には 10 ポンド、12 歳以
下 7 歳までにはその 2 分の 1 の 5 ポンド、7 歳以下 3 歳までには成人の







                                                   
1 0  青柳郁太郎『ブラジルに於ける日本人発展史 上巻』( ブラジルに於ける日本人発
展史刊行委員会,1941 年)、265-267 頁及び土井権大『南米伯国の富源』（南米協会、












している1 1。また原口は、日本国政府の移民政策の視点から 1）第 1 期







－45 年）の 4 期に、移民受入（ブラジル）側はブラジル国内事情から、
主としてサンパウロ州とミナスジェライス州知事を中心にほぼ交代で
大統領となっていた第 1 次共和制（オリガーキー：1888-1929 年）と第








                                                   
1 1 青柳郁太郎、前掲書 10）、50-51 頁。 
12 原口邦紘、前掲書 5）、20-31 頁. 































帯と称し、サンパウロ市 300km 圏内の大ファゼンダ（fazenda:農場）地 
帯と区分している（図 1-2、図 6－1）。このシチアンテ地帯が日本人の 
                                                   
1 4 石川友紀、前掲書 4）、134.135.145.148 頁。第Ⅱ期（自由・契約移民時代）の第 1








図 1-2 サンパウロ州における地域別日本人移民の推移（戦前）単位：％ 
 
参考資料：Teiichi Suzuki,Mobilidade dos imigrantes japoneses no estado de São 
Paulo,1915-1955:IMIGRAÇÃO JAPONASA NO BRASIL（São Paulo、ブラジル日系人












                                                   
1 5 アンドウ・ゼンパチ『ブラジル史』(岩波書店、1983 年)、266 頁。 
1 6 青柳郁太郎『ブラジルに於ける日本人発展史上巻』(ブラジルに於ける  
日本人発展史刊行委員会、 1941 年 )、 174 頁。  




































1922 年 8 月 1 日、内務省社会局は、人口・失業問題の解決策として、ブ
ラジルは外国からの移植民に対し厚い保護を与えているので、日本とし
ては移民奨励には好適地であるとした移植民奨励策を打ち出した1 8。結果、
1923 年 9 月の関東大震災による国内失業対策として、震災移民 100 名に






















                                                   



















 1923 年まで年間 1,000 名足らずのブラジル移民は以来、農村恐慌が
収まらなかったこともあり国策化は進捗し、年間 3,000 人を越えるよう
になった(図 1－1)。結果、サンパウロ州ノロエステ地方の日本人人口
は、1919 年に在ブラジル日本人人口 27,691 人中の 6,200 人・22.4％足
























                                                   
1 9 石川友紀、前掲書 4）、148-149 頁。 
2 0  坂口満宏「日本におけるブラジル国策移民事業の特質」『史林』97 巻第 1 号、(史 
学研究会、2014 年)、142 頁。 
 





り、1934 年には移民は過去 20 年間の入国総数の 2％まで許容するとい
う「移民二分制限法」が発せられた(図 1-1、表 1-2)。 
 





「20 カ年 100 万戸送出計画」による国策移民は隆盛期を迎えていた(図
1-1)。一方、日本人のブラジル移民数は、ピーク時の４分の１の 5,000
人レベルにまで激減した。以後、戦前期における日本人のブラジル移民
数は低迷し 1941 年 8 月には 1,200 名にまで減少した(図 1-1)。 
1941 年 12 月 8 日、太平洋戦争の勃発とともに連合国側にあったブラ
ジルへの移民送出事業は、翌 1942 年の日本とブラジルの国交断絶に伴
い完全に遮断された。この史実から移民送出時代区分も 80 年祭典委員
会では、1941 年から 1945 年までを「空白時代」と設定しているが、戦
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第 2 章  香山六郎の移動の原点 
 
第 1 節 誕生からブラジル渡航決意まで 
本節では、香山六郎の移動の原点である出自について考察する。香山
は、1886 年 1 月 5 日、熊本県玉名郡高瀬町本町二丁目で、父・俊久(1900









香山 5 歳の 1891 年 8 月 2 日、心臓の悪かった母親伊喜が死没した3。










                                                   
1 香山六郎『回想録』（サンパウロ人文科学研究所、1976 年）、11 頁および熊本日日新
聞・新聞博物館「新聞の歩み」によれば、1869 年政府が新聞発行を進んで許可した
記述はあるが、『不知火新聞』については不明。 
2 香山六郎、前掲書 1）、89 頁。清書原稿Ａ(以下、清Ａ) 343 頁。 
3 香山六郎、前掲書 1）、22 頁。清Ａ51 頁。 
4 法令番号『明治 35 年 12 月 2 日法律第 50 号』の『年齢計算ニ関スル法律』第 1 項に
「年齢ハ出生ノ日ヨリコレヲ起算ス」とある。 
5 香山六郎. 前掲書 1）、12 頁。清Ａ6 頁。 
 32 
 
婚・離婚と家庭状況はめまぐるしく変化し、結果、香山は 1899 年 3 月ま
でに福岡市(現、博多区、中央区)に 6 回、若松市(現、若松区)と小倉市



















                                                   
6 香山六郎、前掲書 1）、24-52 頁、清Ａ55-173 頁によれば、福岡県立師範学校付属小
学校入学(1892 年)、若松市内の小学校 1 年に転入(1892 年)、1893 年小倉の小学校 2
年となった。その後、1894 年夏までは福岡、小倉と転居続きであったことから小学
校に行った気配はなく、1894 年 8 月熊本に戻った時、姉に読本の勉強を教えてもら
っていた。熊本市瀬台尋常小学校 3 年入学・修業(1895 年)、熊本市春日小学校 4 年
入学・卒業(1896－1898 年)、飽田高等小学校入学(1898 年)、大江村託麻高等小学校
2 年転校・卒業(1898－1899 年)。清Ａ55-173 頁。 
7 1882 年 8 月創刊の『紫溟(ｼﾒｲ)新報』が 1888 年 10 月『九州日日新聞』と改称したも
の。熊本日日新聞・新聞博物館(2013 年 10 月調)。 
8 1899 年 7 月 29 日～1911 年 6 月 8 日。第 5 代校長就任。京一中洛北高校同窓会事務局
確認(2013 年 8 月)。 
9 1886 年 4 月 10 日公布「明治 19 年勅令第 15 号 第 1 次中学校令」および 1899 年 2
月 7 日公布「明治 32 年勅令 28 号 第 2 次中学校令」により確認。修業年限 5 年と



























熊本済々黌へは 1903 年 8 月、土屋の依頼により井芹経平熊本済々黌校
長が保証人となって、香山の入学を許可している1 3。学校長を保証人とし
                                                   




1908 年）、305-386 頁と考えられるが確証はない。 















第 2 節 海・陸軍士官への夢と挫折 
香山は海軍士官への夢実現に向けて、以下のような努力をしていた。 
先ず第 1 点は、落第という苦い体験から再奮起して学力向上に努め、
1905 年 3 月、中位の成績で熊本済々黌 5 年生に進級したこと。第 2 点は、
満 19 歳に達していたことから海軍兵学校受験資格が備わっていたので、










                                                                                                                                                
本済々黌同窓会名簿委員会、1982 年）によれば、同校は 1879 年 12 月 5 日、熊本市
高田原相撲町(現、下通一丁目)に「同心学舎」として創立。創立の中心人物は佐々
友房。1882 年、私立済々黌となる。1899 年、熊本県中学済々黌、1901 年、旧制熊本
県立中学済々黌と改称とある。 
1 4 香山六郎、前掲書 1）、83 頁。清Ａ319 頁。 













 1906 年 3 月、香山は熊本済々黌を卒業した1 8。その時の状況を香山は
「役員室の板壁に張り出された紙の卒業生の姓名の中に香山六郎の文字
を見出した時、私の不安は心臓のとまりそうな胸騒ぎにかわり、次の瞬
間私は蘇生した。卒業生 94 名中 73 番で卒業している。全身の血がたぎ
りだした。よかった。」と、述べている1 9。熊本済々黌の卒業名簿は、小
学校、中学校と卒業生名簿の確認が不可能であった香山の学歴を示す貴






るためであったのか、例年 300 名位だった募集人数が 2,000 名と大幅に
増員されていたため、応募すれば大抵のものは合格するだろうと言われ
ていたからである2 1。この裏付けとなる文書類に 1904 年 9 月 28 日の徴兵
                                                                                                                                                
シ」とあり、明治憲法第 20 条の兵役義務の明示により、全国民の 17 歳から 40 歳ま
での男子を兵籍にのせ、20 歳に達した者は徴兵し、国家の緩急に備えなければなら
ないとされた。 
1 7 香山六郎、前掲書 1）、91 頁。清Ａ349 頁。 
1 8 熊本済々黌同窓会名簿委員会『済々黌 100 周年記念済々黌同窓会会員名簿』（熊本済
々黌同窓会名簿委員会、1982 年）、71 頁。 
1 9 香山六郎、前掲書 1）、94 頁。清Ａ359 頁。 
2 0 徴兵検査不合格の書類が存在を地方行政資料の確認を熊本県立図書館に問い合わせ
たが、1907 年出版「第十八師管徴兵事務取扱手き」のみ確認を得たにとどまった。 
2 1 加藤陽子『徴兵制と近代日本 1968-1945』（吉川弘文館、1996 年）、145 頁。 
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2 2 徴兵制は 1873 年発布の徴兵令に始まる兵役制度。「徴兵令改正ノ件」、「公文類聚
1904 年」（2.A.11.976）.国立公文書館デジタルアーカイブ。   
2 3 加藤陽子、前掲書 21）、145 頁によれば、1904 年 8 月 19 日：死者 15,860 人、8 月 28
日：死者 23,533 人とある。 
2 4 香山六郎、前掲書 1）、97 頁。清Ａ374 頁。 
































                                                   
2 6 香山六郎、前掲書 1）、100 頁。清Ａ 382 頁。  
2 7 香山六郎、前掲書 1）、101 頁。清Ａ 385 頁。  




















から香山は、1906 年 4 月に開講した日本大学・大学部商科付属殖民科に
入学したことがわかる。ところが『回想録』では、この辺の記述が非常
に曖昧である。神田区日本大学予科とは、1903 年 4 月に開講した日本法
律学校高等予備科が、同年 8 月に校名を日本大学と改称した際に改称し
た「大学予科3 2」のことで、1905 年 9 月、大学部商科が開講され、その




第 17 巻（日本図書センター、1999 年）、161-171 頁には「サンパウロ州日本人の発
展」あり。 
3 0 柳下宙子「外交館所蔵ブラジル日本移民関係史料の概要と今後の研究の可能性」丸
山浩明編『ブラジル日本移民百年の奇跡』（明石書店、2010 年）、283 頁表 4 によれ
ば、藤田敏郎は、1911 年 1 月から 1913 年 6 月までは、在ブラジル公使館臨時代理公
使・公使館一等通訳官として、1920 年 9 月から 1922 年 12 月までは、在サンパウロ
総領事館総領事としてブラジルに赴任しているので、聖州新報創刊時に新聞名の揮
毫者となったことは証明される。 
3 1 香山六郎、前掲書 1）、107 頁。清Ａ417 頁。 




講座名は「大学部商科付属殖民科」で、1906 年 2 月に認可され 4 月に開
講している3 3。 
ところが、香山が入学したと思われる時期は明らかに 1906 年 8 月以降
である。その時点では既に大学部商科付属殖民科は開講していた。従っ





















                                                                                                                                                
496-497 頁。 
33 日本大学百年史編纂委員会、前掲書 32）、525-529 頁。 
3 4 香山六郎、前掲書 1）、107 頁。清Ａ416 頁。 
35 香山六郎、前掲書 1）、103 頁。清Ａ397 頁。 











(法律第 15 号)の改正のポイント 6 つのうちの 3 点目の特徴が、香山の徴
兵忌避に関わっていたと考えられる3 8。その文を引用すると 
 
在外中の猶予の上限を今までの 28 歳から 32 歳に上げ、在外を理由とする
猶予の理由を留学に限らないことにしたことである。1889 年の徴兵令では











と欲する」（陸軍省「明治 28 年 3 月 弐大日記」4 0）。 
 
                                                   
3 7 加藤陽子、前掲書 21）、131-132 頁。『福沢諭吉全集』とは、福沢諭吉『福沢諭吉全
集』第 5 巻（慶応大学、1959 年）、397 頁をさす。 
3 8 加藤陽子、前掲書 21）、139-143 頁。この法律について、国立公文書館アジア歴史資
料センターでレファレンスコードＡ3032008600(画像数 331)を検索したが、1999 年 1
月「弐大日記」坤陸軍省しか見当たらず。 
3 9 加藤陽子、前掲書 21）、141 頁。 
4 0 加藤陽子、前掲書 21）より引用。ただし、国立公文書館アジア歴史資料センター、




















点である。例えば日伯新聞 1924 年 10 月 1 日付第 395 号第 2 面には、サ
ンパウロ総領事館からの記事が、1 年後の聖州新報 1925 年 10 月 30 日付







件となっていたといえる。1908 年 2 月、員安叔父からの手紙で海外渡航
を勧められ、歓喜する香山像も描かれてはいるが、香山にとっては当然
の成り行きであったのだ。したがって『回想録』では「員安叔父から海
                                                   
4 1 「第 1、明治 37 年 12 月 2 日より同 38 年 12 月 1 日迄に生れたる者及び現在徴集延
期中の者は大正 14 年度徴集延期方及び在留証明方を出願すべし 但し大正 14 年 4























外務省外交史料館飯倉分館所蔵の「海外旅券下付表」（明治 41 年 4 月 13
日□受 保第 281 号 受第 6403 号）によれば、「進達 3 月中ノ外国旅券
下付表別紙 1 通及進達候也 明治 41 年 4 月 9 日 熊本縣 外務省御中」
には、以下のように記されている。 
 
旅券番号 第 115377 号、身分 非戸主、本籍地 飽託郡春竹村、年齢 22 年
2 ｹ月、保証人又ハ移民取扱人ノ人名若クハ社名 無記入(斜線)、旅行地名 
秘露國、旅行目的 労働者副監督、下付月日 三月三十日（図 2-1） 
                                                   
4 2 香山六郎、前掲書 1）、111 頁。清Ａ432 頁。 





図 2-1 外国旅券下付表および進達 
出典：外務省「外務省記録 海外旅券下付表 明治 41 年 3 月分 熊本県」外務省 
外交史料館、受第 6403 号 
 

























た。身元調査も 4 日後に済んだ4 4。その時の熊本県から外務省への旅券下
付表願い出は 1908 年 4 月 9 日となっている。香山に旅券が発給されたの
は 1908 年 4 月とのみ記載されているが、日付は不明である。ただ、皇国



















                                                   
4 4 香山六郎、前掲書 1）、 113 頁。清Ａ 438 頁。  

















して特別 3 等(特 3)で 200 円のところを 165 円にしてもらい、京都の員安
叔父からの電報為替で 4 月 8 日に支払っている。出港予定の僅か 8 日前




旅券番号：第 115377 号、出身：熊本県、身分：平民 
生年月日：明治 19 年 1 月 5 日生、旅券下付月日：明治 41 年 3 月 30 日 
渡航目的：農事労働、渡航先：伯剌西爾國 







                                                   



















されていない。そのことは外務省通商局、1908 年 1 月 8 日発行『通称彙
纂』明治 41 年第 1 号「伯國殖民条例ノ制定」に記されている4 6。すなわ
ち、 
   
「伯国殖民条例の制定 国土殖民条例 第一編 単章 凡例」 







であり、外務省は「1907 年 7 月 2 日、在伯会議公使館報告」として、「同
条実行ノ上ハ勿論日本移民ニモ適用セラルル筈」としていた。要は、香
                                                   

























第 3 章 渡航者意識から移民意識へ 
 
第 1 節 皇国殖民合資会社の内部事情 
1-1.遅れた出航 
香山を乗せた笠戸丸は 1908 年 4 月 28 日神戸港を出航し、太平洋・
インド洋・大西洋を経由し、52 日かけてブラジル国サンパウロ州サン






国殖民株式会社は 1903 年 8 月 27 日付、斎藤修一郎以下 8 人発起人に
より「移民取扱業許可申請書」および「皇国殖民株式会社定款」ほか
を外務大臣小村寿太郎に提出・許可され、1904 年 3 月 31 日「開業届」
の提出、営業保証金 3 万円の納入後、東京市京橋区鎗屋町 10 番地に開
業していた。取締役会長は澤 宣量、資本金 20 万円、本社株式総数
8000 株、１株 25 円であった。発起人の一人であった水野龍は 500 株
分を出資し、発起人総代として「総代届」を外務大臣に提出している2。





                                                   
1  水野龍「笠戸丸航海日記」 内山勝男『日本移民 50 周年記念  かさと
丸』（日本移民 50 年祭委員会、 1958 年）、 19-23 頁。  
2  外務省通商局「移民取扱業願ニ関スル件第 798 号」（1903 年 10 月）、「移民取扱業
許可申請書」、「総代届」（1903 年 8 月）、「皇国殖民株式会社定款」、「開業届」
（1904 年 3 月）、「保証金納付ノ件」（1904 年 4 月）『皇国殖民株式会社業務関係






年 2 月から 1909 年 1 月までに同届を提出した県は、熊本、山口、鹿児
島、沖縄、新潟、宮城、福島、愛媛、滋賀、岡山、兵庫の 11 県であっ
た4。1907 年 9 月、水野龍はブラジルへ出向き翌 1908 年 1 月 3 日帰国
している。その目的は、1907 年 11 月 6 日、サンパウロ州政府と皇国







為ニ渡来セシコトヲ宣言シタリ(略) 5  
 
とある。本契約の第 1 条には、移民とは農業労働に適する者 3 人～10




と規定。第 3 条には、移民の輸入は 1908 年より始め毎年 1,000 人を限








                                                   
4 通商局「出張所設置移籍廃止等届出ノ件」『皇国殖民合資会社業務関係雑件（ニ）』
3.8.2.0-217(外交史料館,1908 年)。  
5 通商局「伯国サンパウロ州政府ト本社トノ間ニ締結セル契約書譯文」『皇国殖民
合資会社伯剌西爾国移民取扱一件』3.8.2.0-243（外交史料館、1908 年）。 



















を 4 月 10 日に横浜港から出港させる契約を交わすと同時に、安楽警視
総監に報告する一方、地方の出張所を通じて契約移民 1,000 人を募集
している7。「伯剌西爾移民募集地方別予定表（1908 年 3 月）」によると、
前記の全国 11 の出張所等から募集した移民内訳は予定数 1,000 人、予
備員 200 人の合計 1,200 人で、大工左官等の農業以外の移民割合も移
民総数の 5％を超過せず、この時点では契約予定人数を上回った募集
が行われていたことがわかる8 (表 3-1)。表 3-1 によれば、州政府との
契約履行のため、1 カ月足らずの間に移民を全国から募集していたが、
特に 4 月 11 日と 14 日との募集数の変動が大きいことに気づく。沖縄
県の場合、僅か 1 カ月足らずで 100 人もの応募者が増減し、石工左官な 






8  通商局、前掲書 5）より「伯剌西爾移民募集地方別予定表御届」（外交史料館、




（外交史料館、 1908 年）より作成  
 
ど農業移民以外の予定数も予定数の 3 分の 1 に激減しているなど不自
然である。また、出港時の 1 家族の平均人数は 6.9 人となり、出港時
総数 781 人と 165 家族平均人数 4.7 人を大きく超えている。サンパウ
ロ州政府との移民契約第 1 条では「農業労働に適する者 3 人～10 人
により成る家族を組織」とあるので契約違反ではないにしても、いわ
ゆる構成家族ではないかとの疑問は残る9。結果、4 月 14 日現在の渡
                                                   





表 3-１ 伯剌西爾移民募集地方別豫定者数の変動(1908 年) 

























沖縄  250   50 400 30≦  80 400 9 80 
鹿児島  170 20≦  34 270 7≦  54 250 20 54 
広島  180 20≦  36 33 5 6 47 13 6 
山口  100 5 20 39 4 7     7 
熊本  100 5 20 80 4 16     16 
福島  50   10 105   21     21 
新潟  45   9 9   2     2 
宮城  25   5 6   1     1 
高知  30   6 30   6     6 
山梨  30   6 0   0     0 
愛媛  20   4 21   4 27 0 4 
東京  0   0 7   1     1 
合計  1000   200 1000   198 724 42 198 









予定日の 4 月 10 日に出航できなかったことが判明した1 0。皇国殖民

















  東京市麹町区八重洲町一丁目一番地  
皇国殖民合資会社業務執行社員 松井淳平 
    警視総監安楽兼道殿 
                                                   
1 0  通商局「移民出発期日延期願出之件」『皇国殖民会社伯剌西爾国移民取扱一件』
3.8.2.0-243、（外交史料館、1908 年）。香山『回想録』（サンパウロ人文科学研
究所、1976 年）118 頁によれば、宿泊料 1 日 1 円 50 銭とある。  
1 1 「移民出発期日延期願出之件」と「期日延期ノ為ニ生スル移民費用ニ関スル件」
は、1908 年 4 月 6 日付で安楽警視総監宛提出されている。前掲書 10)、（外交史
料館、1908 年）。 
1 2 通商局「答申書」、前掲書 10）、3.8.2.0-243、（外交史料館、1908 年）。 
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6 年間に 5 回も移動していたこと















 出航後、皇国殖民合資会社は 1909 年 12 月、移民保護法並びに同施
行法細則に従い本社解散手続きをし、15 日に「営業廃止届」を外務大
                                                   
1 3  皇国殖民合資会社は創立から廃業に至るまでに本社を以下の様に移転していた(カ
ッコ内は移転年月日の略表示)。東京市京橋区鎗屋町 10 番地(1904.3.31)、業務執
行社員松井淳平 ⇒同市麹町区八重洲町一丁目一番地(1907.1.21)⇒同市赤坂区丹
後町 15 番地（1909.7.21）⇒同市麻布区新堀町 7 番地(1909.12.8)、整理事務所設
置(廃業)、業務執行社員永嶋亀代司⇒同市芝区三田四国町 2 番地 1 号(1910.8.25)。
通商局『皇国殖民株式会社業務関係雑件』単巻(1903 年)、『皇国殖民合資会社業
務関係雑件 (一 )』 3.8.2.0-196（外交史料館、 1905 年）および『同 (二）』
3.8.2.0-217（外交史料館、1908 年）より。 
1 4「伯国移民出発延期」、東京朝日新聞 1908 年 4 月 8 日第 2 面。 
出 典 ： 通 商 局 『 皇 國 殖 民 合 資 会 社 関





人名義となった移民取扱業は、1910 年 6 月の第 2 回旅順丸移民から
1914 年 5 月の第 3 回帝国丸移民まで 7,600 余人を渡航させたのち、業
務一切を水野に譲渡し、1914 年 11 月 24 日、水野は南米殖民株式会社
を設立し社長に就任した。この会社も 1917 年廃業し、以後の事業は移




 4 月 28 日午後 5 時、笠戸丸はようやく神戸港を出航した。その乗船
者ブラジル行契約移民が全国 11 府県から 165 家族 781 人、非移民が全











1 条では「農業労働に適する者 3 人～10 人により成る家族を組織」と
ある他に、第 2 条では「石工大工又は鍛冶(略)数は移民総数の 5％を
超過してはならない」と規定されているにもかかわらず、渡航者名簿
                                                   
1 5 坂口満宏「誰が移民を送り出したのか」『立命館言語文化研究』21 巻 4 号（立命












ほか、東京府と兵庫県の 2 家族 7 人などが香山と同様の船室で渡航し
ている1 7。このほか非移民としての乗船者でブラジル以外への渡航者は、
アルゼンチン行 3 人とウルグアイ行 1 人であった1 8。なお、一等船室の















1908 年 5 月 10 日頃発刊されたという確証はない。 
香山の「大阪朝日新聞社のブラジル通信員の卵となった2 1。」という
一文から、同社の鳥居赫男との口約束とはいえ、香山は通信員として
                                                   
1 7  高桑治兵衛については、香山の『回想録』のように「高桑治平」と記している書
物もある。拙稿では非移民名簿に従って「高桑治兵衛」と記す。香山、前掲書
10）、122-123 頁。清Ａ472-477 頁。 
1 8  皇国殖民合資会社『第 1 回伯剌西爾移民渡航者名簿』と香山六郎『25 周年紀念
鑑』(聖州新報社、1934 年) を突き合わせた結果。 
1 9 「伯西移民出発(神戸)」大阪朝日 1908 年 4 月 29 日付 2 面。     
2 0  香山、前掲書 10）、126－127 頁。清Ａ489-492 頁。 


























1-3 皇国殖民合資会社サンパウロ支店      
 1908 年 6 月 18 日午前 9 時頃、笠戸丸は 52 日の航海の後サントス港
に入港し、午後 5 時頃着岸した2 4。出迎え人は駐伯日本公使館一等通訳
官・三浦荒次郎と移民の草分け・鈴木貞次郎、サンパウロ市の藤崎商
会副支配人・後藤武夫、皇国殖民会社事務代理人・モンティロの 4 人
                                                   
2 2  香山、前掲書 10）、126 頁。清Ａ487 頁。 
2 3   橋口重正は 1911 年 2 月 16 日、リオデジャネイロ州イグアス移住地でマラリア
により死没。同年 2 月 21 日、タニは次女静子を出産している。 










1908 年 6 月 25 日の第一面に“Os Japoneses em São Paulo”の見出し
で、日本人の礼儀正しさ清潔感溢れる身だしなみなどを賞賛すると報







1908 年 6 月 27 日、沖縄県人の約半数が嶺昌通訳と共にモジアナ線







移民たちの前に突き付けられた。1908 年 7 月 17 日、ズモ－ン耕地か 
                                                   
2 5 香山、前掲書 10）、136 頁。清Ａ518 頁。これが香山のインディオ研究の契機と




2 6 「グアラニー語五つ六つ」『聖報』1925 年 5 月 8 日第 177 号などその現れである。 
2 7  通商局「本邦移民ニ関スル伯国サンパウロ市発行新聞紙ノ評論(1)」『通商彙纂』
（博文館、1908 年）、51 頁。 
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 表 3-2 笠戸丸移民配耕地 
ら間崎三三一を含めた青年４人がサンパウロの事務所に逃亡してきた
事件を発端にズモ－ン耕地事件は紛糾した2 8。ズモ－ン耕地に配耕され












水野・上塚と通訳の宮崎信三等の調停も空しく決裂し、8 月 25 日、東
京の 1 家族 3 人を残して全員がズモ－ン耕地を撤退しサンパウロに戻
                                                   








前掲書 10）、148 頁。清Ａ562 頁。 
2 9  香山『25 周年紀念鑑』（聖州新報社、1934 年）、28 頁。 
耕地名 沿線鉄道名 通訳者名 該当県名 家族数 配耕者数
1 カナーン モジアナ線 嶺　　　昌 沖縄 21 155
2 フロレス イツー線 大野　基尚 沖縄 26 183
3 サン・マルチーニョ パウリスタ線 鈴木貞次郎 鹿児島 27 104
4 グアタパラ パウリスタ線 平野　運平 鹿児島、新潟、高知 14 51
5 ズモン モジアナ線 加藤順之助 福島、熊本、広島、宮城、東京 52 207






香 山 六 郎 『 在 伯 日 本 移 植 民 25 周 年
紀 念 鑑 』 (聖 州 新 報 社 、 1934 年 )よ
り 作 成   
県　名 郡市名氏名 続柄 入耕先
1 広島県山縣郡山田　　勘一 家長 分耕地
〃　　　オリエ 妻
〃　　　実蔵 弟
2 広島県広島市神田　　寅三 家長 分耕地
〃　　　　シツノ妻
須山　　勘一 従弟
3 熊本県飽託郡大村　千太郎 家長 本耕地
〃　　　さが 妻
〃　　　貞男 子
4 熊本県飽託郡宮部　弥平 家長 本耕地
〃　　　トワ 妻
〃　　　シヅエ 娘




6 熊本県八代郡上田　　豊喜 家長 分耕地
〃　　　　ジュキ妻
7 熊本県八代郡本嶋　　儀男 家長 分耕地
〃　　　　ミト 妻













第 2 節 移民意識への転換 
2-1 サン・ジョアキン耕地 
香山は上塚代理人の依頼により、ズモーン耕地脱耕組 27 家族中、広
島県と熊本県の合計 9 家族 27 人の新たな契約労働地となったノロエス








ザ耕地のことで、駅舎は 1909 年  










                                                   
3 0  香山、前掲書 10）、148 頁。清Ａ564 頁。いわゆるズモ－ン耕地事件。残留家族
とは、東京出身の僧侶・茨城友一郎一家。 
3 1 通商局「廃業届」『南米殖民株式会社業務関係雑件』3.8.2.0-292。（外交史料館、1917 年）。 
表 3-3 サンジョアキン耕地入耕
































                                                   
3 2 香山、前掲書 10）、157 頁。清Ａ599 頁。 
3 3  内山勝男『かさと丸』（日本移民五十年祭委員会、1958 年）、93-95 頁。しかし、
61 
 


























                                                                                                                                           
中川一家は 1918 年に帰国してしまい、2 番目とされた男児も生後 2 週間足らずで
死亡していたため、戦前の在伯日系二世第１号は橋口ローザ・芳子さんとなった。 
3 4 香山、前掲書 10）、158 頁。清Ａ601 頁。トレド・ピザ駅は、現在のシンシナート
駅とグアランタン駅の中間に存在した。 
3 5 香山、前掲書 10）、160 頁。清Ａ607-609 頁。 


















結果、1910 年 2 月 21 日付けで「御届」書が、皇国殖民合資会社業
務執行社員永島亀代司と上塚の代理人石塚御音弥太との連署
で、外務大臣小村寿太郎に届けられ決着し、上塚には 1909 年 8





移民船旅順丸が 1910 年 6 月 28 日サントス港に着岸した。笠戸丸以来
移民船の入港がなかったことから、在伯日本人たちは棄民となった悲
哀を感じていたが、この朗報で「蘇生の想に有之候」と喜んだのだっ
                                                                                                                                           
関係雑件（二）』3.8.2.0-217（外交史料館 1909 年）。 
3 7 ただし、「始末書」の上申者は同社業務執行社員松井淳平となっていた。 
3 8 通商局「御届」『皇国殖民合資会社業務関係雑件（ニ）』3.8.2.0-217（外交史料館、
1909 年）。 
3 9  香山、前掲書 10）、167-168 頁。清Ａ633-637 頁。 
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た4 0。移民者内訳は 16 県 247 家族 909 人、水野と竹村植民商館番頭山
地土佐太郎が同行していた。移民達は 14 耕地に配耕され、香山は再び
耕地監督兼通訳人としてグアリローバ耕地に富山県 3 家族と熊本県 1























                                                   
4 0 香山『25 周年紀念鑑』（聖州新報社、1934 年）、40 頁。ガビロバとも表記する。  
4 1 香山、前掲書 10）、178 頁。清Ａ678 頁。グアリローバ耕地は、モジアナ線グアタ
パラ耕地の隣接地（図 6-1）。 
4 2 香山、前掲書 10）、183 頁。清Ａ691 頁。東京朝日 1910 年 10 月 7 日付 2 面に、香
山の通信と思われる「日本農民歓迎(伯国近信に拠る)」の記事あり。 





























                                                   
4 4 通商局、在伯臨時代理公使藤田敏郎『伯国サンパウロ州巡回報告書』『移民調査報




















なお、1911 年末における第２回移民配耕 16 耕地の耕地残留数は 668
人、退耕者は 235 人で退耕率 26.0％であった。第 1 回移民の退耕率
48.2％に比べれば定着率は高くなったと言えるが、ジャタイ耕地の退
耕率は 96.4％となり、第 2 回移民配耕地の中でもっとも定着率の悪か
った耕地と言い伝えられていた4 9。 
  
第 3 節 開拓者・その喜びと危機 
3-1 結婚・家長の決意 
 香山が橋口重正夫人タニを意識したのはノロエステ線サン・ジョア
キン耕地のアカンパメント時代からであった。1911 年 2 月、夫をマラ
リアで亡くした彼女が 3 人の幼児を連れて帰国かブラジル残留かで迷
っていた時、ブラジル残留を薦め、ルス駅裏通りのコーヒー店で結婚
の約束をしている。1913 年の 5 月、タニ 32 歳、香山 29 歳であった。
                                                   
4 6 香山、前掲書 45）、56 頁。 
4 7 香山、前掲書 45）、52-58 頁。 
4 8 サンパウロ州との移民契約第７条（部分）によれば『金額支払の責任は各家族全
員に帰し、家族全員は家長の負債に対し連帯責任を負う』とある。 香山、前掲書
10）、191 頁。清Ａ721-722 頁。 
4 9 香山、前掲書 45）、56 頁。青柳『日本人発展史』上巻（日本人発展史刊行委員会、


























芳子、静子と香山との長女・露子の 6 人家族となった。 




コロノの殖民生活への転向第 1 号「殖民の嚆矢」であった5 1。藤田敏郎
                                                   
5 0 香山、前掲書 10）、238、244 頁。清Ａの該当頁は、欠損につき不明。 
5 1 香山、前掲書『25 周年紀念鑑』67 頁によれば、「殖民の嚆矢」は、淵清治、坂口
67 
 



























長鳥居赫雄で、ブラジル通信は 1 ｶ月 3 回、1 回 1 段半位の文で 5 円の
                                                                                                                                           
仁四郎、山本治三郎の３氏であった。 
5 2 藤田敏郎「海外在勤四半世紀の回顧」『日系移民資料集・南米編 2』第 17 巻（日
本図書センター［1931 年］1999 年）、223 頁。 













第 4 節 上塚周平との訣別  
上塚周平は同志を容易に信じようとしない性格であったようだ。や
がてそれは香山の上にももたらされた。1917 年、上塚氏の再渡伯によ




 1918 年 6 月中旬、エイトール・レグール駅に着いた香山は、山伐り
請負師になった。山伐りの仕事が始まると香山は敏信と森林伐り倒し








                                                   
5 4 永田稠「南米一巡」『日系移民資料集南米編第 4 巻』(日本図書センター,1998
年)、116－117 頁、永田は香山が朝日新聞の通信員であったことについて「朝
日が南米の記事に異彩を放ち得るは、君がある為であろう」と称賛している。 






























その根拠を 2 つ挙げることができた。その第 1 は、1908 年 10 月、ズ
モ－ン耕地脱耕者 9 家族を率いてノロエステ線トレド・ピザ駅サン・
                                                   
5 6 永田稠、前掲書 54）、119 頁。竹崎八十雄『上塚周平』（上塚周平伝刊行会、
1940 年）、279－293 頁。 




















第 4 章 聖州新報創刊から廃刊まで、戦後の香山 
 
























































バナ線の中間に位置し、両線の離発着を容易に知り得る場所であった。   
第 3 に、1921 年 1 月のバウルー領事館開設により、日本からの情
報を迅速・的確に購読者に提供できると判断したこと4。 
第 4 に、香山が、ブラジルの独立記念日である 9 月 7 日を『聖報』
創刊日とすることで、新聞創刊の意義を見出そうとしていたこと。 
第 5 に、1917 年、第一モンソン移住地で借地農をしていた時、在




































10月現在 92歳)との国際電話インタビューにより確認。2015年 10月 22日。2017年 12月 9日。 




新報』の揮毫を快諾していたこと(図 4-１) 。 
 





























 1958 年の移民 50 年祭を期したブラジルの日系人実態調査や、1964
年の同調査から推定された 1925 年当時のサンパウロ州の日本人人口
は 37,222 人、そのうちノロエステ地方には 28.8％が集住し、1935 年
には 148,280 人のうちの 30.6％ともっとも高い集住率を示していた
(図 1-2)10。これらのデータから、当時の日本語新聞各社がノロエス




10  Teiichi.Suzuki, Mobilidade de dos Imigrantes Japoneses no Estado de SãoPaulo,1915-





テの中心地リンスに支社を開設していたし、『聖報』が 1930 年 1 月
15 日リンス支社を、同年 4 月 8 日にルッサンビーラ支社を開設する







2-2-2 1910－1930 年代の日本語新聞 
 『日伯』に掲載されたブラジル連邦統計局 1930 年統計によると、
ブラジル国内における新聞発行数は 2,959 種に達し、1912 年に比べ




は 4 種であった(表 4-1)。『聖報』がバウルー市よりサンパウロ市へ
移転する 1934 年頃までに発刊された日本語新聞は 6 社であった12。
なお『日伯』と『時報』、『聖報』とのノロエステ地方における詳細は





                                            
11 「ブラジルには新聞がどれ丈？」『日伯』1931年７月30日第739号3面。 
12   Satomi Miura,¨La presencia de la prensa de los Nikkei en el contexto de México 
antes de la Segunda Guerra Mundial¨ Asociación Latinoamerica de Estudios de Asia 
















りの手ほどきを受けていた。香山は 1908 年 6 月 18 日に笠戸丸でサン













                                            
14『南米』（O Nambei）は週 1 回（Semanário：セマナーリオ）土曜日の発刊であっ
























                                            
16  香山『のろえすて日本人年鑑』(聖州新報社、1928年)、103頁。父梶本菊次郎他の名前あり。 
17  「悲しき退社」『聖報』1932年3月15日第644号第3面。 
表 1　　1910年～1930年代のブラジルの日本語新聞
番号 新　聞　名 創刊年 創刊地 創刊者名 特筆事項 発行部数 廃・終刊年







































































であります。晩くも来五月末頃までには初版を発行致します。(略)          
()内は筆者加筆。 






                                            
18   各社を調査するにあたり、以下の資料を参照した。①永田稠「伯剌西爾に於ける日本人発展史
下巻』（同史刊行会、1953 年）、258-268 頁。②香山六郎『在伯日本人移植民 25 周年紀念鑑』
（聖州新報社、1934 年）。③サンパウロ人文科学研究所編・発行『ブラジル日本移民・日系社
会史年表』（1996 年）。④移民 70 年史編纂委員会『ブラジル日本移民 70 年史』（ブラジル日本
文化協会、1980 年）、251-273 頁、284-292 頁。⑤ブラジル日本移民百年史編纂・刊行委員会
『ブラジル日本移民百年史第 3 巻』（風響社、2010 年）、83-104 頁。⑥細川周平『日系ブラジ
ル移民文学Ⅰ・Ⅱ』（みすず書房、2012年、2013年）。⑦清谷、前掲書1）、3-10頁。 






1921 年 9 月 7 日が創刊第 1 号で、1934 年 11 月 13 日の第 905 号がサ
ンパウロ市移転直後の発刊第 1 号となり、1941 年 7 月 30 日の第
2,336 号で廃刊となっている。しかし、全紙面が現存するわけでなく、
1921 年 9 月 7 日の創刊号から 1923 年 2 月 23 日以前の新聞は見当た
らない。また 1933 年 3 月から 1934 年 3 月までの、ほぼ 1 年間の新聞
もほとんど存在せず、欠損版は 100 号分を超えている。 
 創刊にあたり、香山はバウルー市役所に新聞名の登録を済ませ、


















『聖報』の発行部数は創刊時の 200 部から、翌年には 800 部にも増
                                            
21 年間購読料については、『日伯』1924 年 2 月 22 日第 361 号（現存の最古版）、
『時報』1921 年 9 月 2 日第 204 号により確認。 


















平、佐藤静、榛葉彦平の 4 名となった25。 








                                            
23  香山、前掲書6）、326頁。『聖報』1931年9月7日第591号、創刊10周年の特別記事27面に
写真掲載あり。 
24  Mapa Bauru S.Paulo Brasil.Estação Ferroviária de Buru によれば、Vila Falção はバウル
ー駅南部にあり、バウルー川沿いのソロカバナ鉄道沿線に位置する。ノロエステ街道との結節
点で、情報収集には好適地であった。ノロエステ街11番地は、現在のセントロに位置する。 
25  香山、前掲書 6）、357 頁。伊丹金蔵『在伯同胞発展録』（非売品、1931 年）、181 頁。榛葉彦平














『聖報』は 1931 年 9 月 7 日第 591 号から、創刊 10 周年を記念して
週 2 回（Bi Semanário）5,300 部発行するようになっていた28。『日伯』
や『時報』の週 1 回発行を尻目に週 2 回ゼルマニア版で発行し、12
月には 10,000 部に達していた。さらに、サンパウロ市に本社を移転
した後の 1935 年 10 月 1 日第 993 号より、工場拡張事業によるバウル














                                            
26 「本紙百号に就いて」『聖報』1923年9月14日第100号第1面。 
27  1924年9月9日当時の1円＝4ミル300レイス。1ミル≒25銭。横浜正金銀行リオ支店調べ。 






















香山六郎の家族のニュースでは、1926 年 4 月 9 日第 224 号に「去る




























の先駆は 1920 年 6 月の「日伯歌壇」とされている30。香山は『聖報』
としての特徴を「俚謡」に見出した。熊本県出身の香山は、ノロエス
テ地方には同郷者が多いことにヒントを得て、彼らが日常親しんでい
た熊本俚謡の掲載を考えついたのだ。1931 年 9 月 11 日第 592 号第 4
面には『聖報』創刊 10 周年記念の特集記事として、文芸部が新たに
設定した文芸欄への懸賞金付き募集を行っている。同年 9 月 15 日第





当選 5 ミル、三等当選郵券代 2 ミルの賞を呈します。大和民族殖民文
芸俚謡正調の玉成と大成を期する為であります。選者は当分公孫樹が
担当致します。聖州新報文芸部。寄稿される創作や随筆詩歌等は臨時
                                            
29 香山、前掲書6）、376頁。清Ａ947頁。 







 我が家うしろに坂道上りゃ花も盛りの珈琲園   高木臥牛 
 春か秋かも知らない顔で珈琲育てる十余年    三澤妙珍 
香山は『回想録』79 頁に「時事問題の他に文芸欄の俚謡が好きだっ
た」と記しており、植民俚謡正調の掲載は、彼の常に移民の立場に立
つと云う姿勢の具現化ともいえよう32。これらは 1931 年から 32 年に
掛けて掲載されたが、『聖報』の文芸特化策の一つといえる。 
















   
                                            
31 「植民俚謡正調」『聖報』1931年9月25日第596号第4面。 
32  香山、前掲書 6）、79 頁。清Ａ264 頁。 
33  ブラジル日本移民 70 年史編纂委員会『ブラジル日本移民 70 年史』（ブラジル































                                            




























































第 4 節 聖州新報の発展と廃刊（サンパウロ時代：1935－1941 年） 
4-1 サンパウロ市への進出 
1930 年 10 月、ブラジルにジェツリオ・ヴァルガス革命が勃発した。
11 月にヴァルガスが政権を掌握すると、多民族による国家を統合す
るために 1934 年 7 月新憲法を発布し、さらに 1937 年独裁政権を樹立
し、国民国家の建設を目指した新国家体制（Estado Novo）を打ち出
した41。1930 年当時の日本国内は、世界大恐慌の波及による経済困難 





40 ジェニー脇坂、清Ａ912 頁。香山、前掲書 6）、370 頁。 
41 亜米利加局「4 新憲法ノ特徴」『第 67 会帝国議会説明参考資料』、帝国議会関
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CAIO SHIOMI.DAITANNA.(2007 年)63 頁より作成  
 
状態に陥っており、日本国政府はブラジル移民に対し、渡航費補助以 




年、ブラジル政府は「1934 年憲法」を公布し、同憲法第 151 条補頁
第 6 号により「外国移民二分制限法」を公布した42。過去 50 年間の
                                                                                                                         
係雑件説明資料関係第 1 巻(調書) (通商局、1934 年)、325 頁。A.5.2.0-1-3。 
42 亜米利加局、前掲書 40）、368-369 頁。 
図 4-２  ノロエステ鉄道沿線聖州新報取扱所分布図     




過去の入国数 124,457 人により、その割り当て数は 2,489 人と算出さ






















1934 年 11 月 13 日、『聖報』はサンパウロ市へ進出した43。社屋は
タバチンゲーラ街 96 番地。新聞名も Noticias de São Paulo と改名。
週 2 回発行とし、創刊第 905 号目がサンパウロ発刊第 1 号となった。
この本社移転を案内した同年 10 月 23 日の『聖報』第 904 号には、時
代の趨勢を認識し、日本国内の情報量増大に伴う週 2 回発行の必然性、
                                            




















受けたのは、1937 年 12 月末に父・香山六郎の後見人であった土屋員











早稲田大学と協力して国際学院を開設した。1937 年修了生学籍簿第 36 番目に、ブラジル・サ
ンパウロ市アセンブレア街・香山夫陽の名前が掲載されている。ブラジルからは夫陽一人だっ
た。  
47 「祖国日本から：在東京早稲田国際学院 夫陽」『聖報』1937年3月30日第1219号第 4 面。 















1937 年 7 月、外国語・新聞雑誌発行取締り令が出されたが、『聖報』














1931 年 8 月、ブラジル政府は 1 月に公布した失業対策としての移
民制限令に続いて「改正新内国人雇用令」を公布した。個人、企業団、
組合、会社は雇用従業員中職分の如何を問わず、3 分の 2 のブラジル
                                            
50 「日本男児此処に在り、挙る二世の意気、香山夫陽君勇んで応召」『聖報』1938年12月 28日第
1678号第3面。 




優先的保護を表明した労働政策であった 52。さらに第 67 会帝国議会
説明参考資料(以後、『議会調書』)1934 年によれば、二世社長擁立の
根拠となった新憲法 131 条には以下のようなことが記されていた。 
 














人となった。同年 11 月 13 日の『聖報』サンパウロ第 1 号紙(通算





                                            
52 「3 分の 2 は伯国人を使え」『日伯』1930 年 12 月 18 日第 702 号第 2 面。移民
70 周年編纂委員会『ブラジル日本移民 70 年史』（ブラジル日本文化協会、
1980 年）、73-77 頁。 
53 亜米利加局『第 67 回議会調書』（外務省、1934 年)、325 頁。新憲法 131 条
「二世社長の擁立」A.5.2.0.1-3。  









が始まっていた56。その結果『聖報』も 1939 年 9 月 21 日第 1957 号
から、第 1 面の 6 分の 1 程度がポルトガル語の記事欄へと変更された。









どだった。同年 7 月 7 日、日支事変が始まったため、その詳細を購読
者に届けるには週 2 回発行では補えなかったのだ。特にラジオニュー
スを新聞情報に取り込んでいた『聖報』は、同年 8 月 23 日、中央紙
3 社の中でいち早く、しかも突然、日刊紙へ移行した(第 1279 号)。




たようだ。『日伯』は他の 2 社に出遅れて同年 8 月 25 日（第 1187 号）
から日刊紙へ転換した。『聖報』がいち早く日刊紙に転じたことから 
                                            
55 香山、前掲書 6）、383 頁。ジェニー脇坂、清Ａ970-972 頁に、リベルダーデ区アセンブレア街
363番地、『聖報』社前での記念写真の掲載あり。 













れ、新聞社住所欄は消されたりしていた。また 1939 年 9 月 25 日第

















                                            

























ど 14 名に減っていた64。 





                                            
61 「母国出征軍人慰問団」『聖報』1941年7月12日第2231号。 
62 「在伯日本人の行末 公孫樹」『聖報』1941年7月12日第2231号。 
































香山は、1953 年 4 月 28 日頃から両眼を患い治療を受けたが、逆に
症状を悪化させ両眼とも盲目となってしまった。さらに治療ミスによ



































                                            
70 ジェニー脇坂「体調の崩れ」『清書原稿Ａ』（1962年）、1501-1505頁が、香山、前掲書6）、435-
43頁では「盲目」というタイトルに書き直されている。 
71  香山、前掲書6）、表見返しの挿入写真に「筆者の筆跡」あり。 


















人を含めて、子供 7 人と孫 19 人曽孫 2 人というグランデ・ファミィ













                                            
73  香山 、前掲書6）、282頁。ジェニー脇坂、清Ａ299頁。 
























1973 年 11 月 2 日、香山の妻タニが 91 歳で冥界入りし、1976 年 4 月






                                            
75 香山、前掲書 6）、まえがきⅠ頁。 
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  表 4－2 香山六郎の家族（1958 年、笠戸丸移民 50 周年記念当時） 
 
香山六郎関係戸籍謄本および香山『回想録』、ジェニー脇坂『清書原稿 A』、ジェニー 
脇坂へのインタビューと事後確認により作成。誕生月日不明は 0/0 で表記。 
     
 







2   妻：   タニ 1882/7/11
1913年１１月再婚、1973年11月2
日死亡（享年91歳）
3 養子１ 敏信 1903/8/2 熊本県天草郡深海村生
4 配偶者 鶴子 日本人
5 孫(女)1 ラウラ・一枝
6 孫(男)1 敏雄
7 孫(男)2 敏政 1942/0/0 双生児１
8 孫(男)2 敏幸 1942/0/0 双生児２
9 孫(男)3 智俊
10 養女１ ローザ・芳子 #########
ノロエステ線サンジョアキン植民地生
11 配偶者 パーシー・W・ジョンズ イギリス人
12 孫(男)1 Ｗ・Ｊ・重政 曽孫(男：Ｗ・J・3世)あり
13 配偶者 ノルマ イタリア系ブラジル人
14 孫(女)1 ネイリー・栄子
15 孫(女)2 ドロシー・恵子
16 養女2 フランシスカ・静子 1911/1/21
リオ・デ・ジャネイロ州イグアッペ植
民地生
17 配偶者 ダリオ・Ｐ・アルメイダ ブラジル人
18 孫(男)1 ドルバル・敏信
19 孫(男)2 ジゼウ
20 孫(女)1 エレーナ・ミドリ 曽孫(男：セジオ2世)あり
21 配偶者 セジオ スペイン人（カナリア島）
22 長女 セリーナ・露子 1914/1/2
サンパウロ市生、１９４４年結婚、
土曜会員.
23 配偶者 尾関興之助 1912/0/0
日本人1925年6月、しかご丸、土
曜会員、コロニア文学貢献者
24 孫(女)1 稲子 1942/0/0
25 孫(男)1 ハジメ




27 配偶者 実子 日本人(台湾生）、旧姓富田
28 次男 エイトール #########
ノロエステ線エイトールレグール植
民地生、1943年結婚
29 配偶者 季子 日本人(バストス移住地)









































第 5 章 ブラジル・ノロエステ地方における 
日本語新聞の果たした役割 
 


























1 日本からラジオ東京の南米向け日本語放送が開始されたのは 1937 年 1 月、ブラジル向
けポルトガル語放送が開始されたのは 1938 年 1 月からである。 
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の保有農場は 1,167 地点で、全サンパウロの農場数 79,196 の 1.5％、農
場面積は全サンパウロの農場面積 10,748,987ha の僅か 0.4％に過ぎない
43,239ha であった3。また、1923 年 7 月 6 日の『聖報』によれば、当時の







究所編『立命館言語文化研究』20 巻 1 号(立命館大学、2008 年)、161 頁。 
3 外務省通商局「外国人農場所有状況」『通商公報』第 41 巻第 1,050 号（不二出版、
〔1923 年〕1997 年）、42 頁。 






1924 年当時のノロエステの日本人人口は、3,705 家族 19,188 人、地主
1,131 人であった6。さらに 1932 年 8 月当時のサンパウロ州内在伯邦人総
人口は、121,148 人(男：64,552 人、女：56,596 人)で、うち、ノロエス

























男 女 アルケーレス 本 アローバ
ノロエステ線 25,731 22,641 44,956 36,085,850 199,443
ソロカバナ線 9,805 8,603 23,021 11,073,336 749,792
パウリスタ線 5,745 5,054 8,873 3,513,900 313,046
その他 23,271 20,298 12,109 4,793,215 328,184










年 1 月には、早くも星名謙一郎と鹿野久一郎の共同による週刊『南米』（O 
Nambei）が発刊された。発行地はサンパウロ市だったが、その内容は自己
の所有するソロカバナ線奥地の土地分譲広告を主としたコミュニティ紙で、
1918 年 12 月までの刊行という短命だった。清谷（1998）によれば、現存













 1916 年 8 月 31 日の天長節を機に、金子保三郎による『日伯』が、元
『ロッキー時報』記者であったアメリカからの再移住者・輪湖俊午郎との
 
7  清谷益次「新聞は移民にとっての何であったか」『人文研』第 2 巻（サンパウロ科学
研究所、1998 年）、3 頁。 
8  『アリアンサ時報』：1930 年 4 月 9 日創刊。創刊者は力行会アリアンサ支部宮尾厚。
編集長は中川権三郎。1937 年 5 月 12 日、ノロエステ線アラサツーバ市に移転し『日
伯協同新聞』と改称。1945 年 5 月の発行部数は 5500 部。『ノロエステ民報』：1932




















公人からの疑心暗鬼を生じさせた。そのためか 1931 年と 1939 年の 2 回、
日本政府及ブラジル政府からも国外追放の憂き目にあわされた。結果、再
追放を機に『日伯』は廃刊となった。現存する最古の新聞は、1924 年 2
月 22 日(第 361 号)で、6 ページ 7 段組みの活字版であった。しかし、創












退社、翌 1917 年、黒石 清作の『伯剌西爾時報』創刊時に編集長として参加し 1921
年退社。パウリスタ新聞『日本ブラジル交流人名事典」(五月書房,1996 年)、282 頁。 
10  香山六郎『回想録』（サンパウロ人文科学研究所、1976 年）、320 頁。 
11  戸籍上の姓名は三浦鑿蔵、通称三浦鑿。1882-1945 年、高知県出身、『日本ブラジル




者を抱えていた。1936年 4月から週 3回発行、1937年 8月には『聖報』




図 5-2 現存する『日伯新聞』の最古版の「同胞自決」 




ルトガル語への関心を高めるという観点から、1928 年 12 月 21 日(第 607
号)の 8 面に「NOTAS E INFORMAÇÃOES」というポルトガル語の記事が登場
するようになった。二世の子供の教育を考慮した『日伯子供新聞』も、
1939 年 1 月 1 日から同年 5 月 27 日まで週 1 回、21 号まで発刊されている。 
 
3-1-2 『伯剌西爾時報』 




















ポルトガル語の導入も他紙に比べて早く、1928 年 6 月 22 日(第 558 号)
の 20 面に「O SOLO É A PATRIA, CULTIVALO É ENGRADECÊLA(田園はわが故
郷、耕すは国の栄え)」と、移民を啓蒙する記事を掲げている。発刊当初





    
 
1 2 「社告」『時報』1917 年 9 月 14 日第 3 号第 5 面。内容は「10 月 5 日発行の本紙より
伯剌西爾語講習欄を設け語学の通信教授を開始するので、この際（新聞の）購読申し
込みをしていただきたい」というものであった。 



























1 4 青柳郁太郎『ブラジルに於ける日本人発展史』（同刊行委員会、1941 年）、174 頁。 
  
112 
していたようだ。発行部数も 1500 部と他紙に比べて多く、移民 25 周年の
1933 年には、8200 部に達していた。日刊紙への変更は、他紙とほぼ同時
の 1937 年 8 月 23 日(第 1376 号)からだった。このことに関しては、『聖報』





いる。しかし、1941 年の外国語新聞禁止条例により、8 月 9 日(第 2550
号)をもって休刊せざるを得なくなった15。第二次世界大戦後の 1946 年 12
月 21 日(第 2545 号)、8 ページ目にポルトガル語版を挿入して復刊したが、
戦後の勝ち組負け組問題の中で勝ち組系新聞と化したことから、認識派グ




1921 年 9 月 7 日、ブラジルの独立記念日に焦点を合わせ、ノロエステ
地方の結節点バウル―で創刊されたのが、香山六郎を社主とする『聖州新
報』であった。香山は『時報』の黒石の好意により 1921 年 4 月 29 日の








15 外務省「各国ニ於ケル新聞・雑誌取締関係雑件 伯国ノ部 外字紙禁止問題」『外務
省記録目録戦前期第 2 巻』Ａ門 3 類 5 校０目 6-16、1941 年 5 月 31 日、石射大使よ
り松岡外務大臣宛書簡第 178 号-1。 
16  新聞の発刊号数は、時として前後することがある。この記事においてもそれが伺え
るが、記事通りとした。 





ます。其暁は同胞諸兄姉の御愛読御購求を希上げます。                  
    大正 10 年 4月 21日  バウルー市   聖州新報社 香山六郎 
同胞諸兄姉               
 






















1 8 上塚周平(1876 年 7 月～1935 年 7 月)。熊本県下益城郡杉上村赤見出身。熊本濟々黌校、
旧制第五高等学校、東京帝国大学法科卒業、法学士。1908 年皇国殖民合資会社第 1
回移民船笠戸丸の輸送監督、サンパウロ駐在代理人として渡伯。同会社では香山六郎
の上司。パウリスタ新聞『日本ブラジル交流人名事典』(五月書房、1996 年)、43 頁。 










1925 年 5 月 8 日より、中央紙であった他の 2 社同様活字印刷となった。

















ては、1925 年 12 月 18 日第 299 号の第 1 面に、活字印刷になったのを祝
 
2 0 アリアンサに『アリアンサ時報』(1930 年)が、リンスに『ノロエステ民報』(1932
年)などが創刊された。 
21  第一面には 1934 年 11 月 13 日、サンパウロ市タバチンゲイラ街 96 番地（アセンブレ
ア街 16 番地と同地）郵函 2765 に本社移転。創刊 905 号(聖市第 1 号)、Director ：





して“Progredindo（前進）”を掲載したのが最初で、同年 12 月 12 月 18
日第 299 号の第 1 面に、購読者への感謝の言葉を “Aos Leitores（購読
者の皆様へ）”と記している22。しかし、ポルトガル語版を挿入せよとの
命令には背けず、1937 年 8 月 23 日第 1,279 号からの日刊紙への変更時に、
改めて「NOTÍCIAS DE S.PAULO」と第 3 面に表記し始めた23。1941 年、外
国語新聞禁止令の発令を契機に、「日本人移植民のための日本語新聞」を
信条とした香山は、1941 年 7 月 30 日、自主的に廃刊とした24。現存紙は







『日伯』や『時報』に及ばぬ点であった。1945 年 8 月 15 日の終戦宣言を
聞いた香山は、翌 16 日の晩、自宅裏庭で今まで手元に保管していた全て
の新聞を焼却してしまった。大きな歴史的損失であった。主要 3 紙の概要
は表 5-2 のとおりである。 
 
 
22 「Aos Leitores」『聖報』1925 年 12 月 18 日第 299 号第１面。 
       O“Semanário de São Paulo” deixará a circular próxima semana, afin de 
resurgir em 1°de janeiro vindouro com uma edição maior. Porisso,saudando 
desde já a entrada do novo ano.O “Semanário de São 
Paulo”agradesendo,despede de seus prezados leitores de 1925. 
     「購読者の皆様へ」  
  『聖州新報』は来週休刊し、来年 1 月元旦に増補版を発刊いたします。茲に 1925 年
に賜りました読者の皆様方の御厚意に対し衷心より厚く御礼申し上げます。新年のご
多幸をお祈りいたしております。（日本語訳は筆者） 
23  外務省「各国ニ於ケル新聞・雑誌取締関係雑件 伯国ノ部 外字紙禁止問題」『外務




24 前掲書 23）、1941 年 8 月 3 日、「石射大使より豊田外務大臣宛書簡第 314 号の 2」。そ
の中に「（聖州新報ハ廃刊、南米新報ハ休刊ヲ偽装セリ）ニ対シテ、其ノ可能性ノ範





















穏としていたようだ。ところが、創刊 2 年目で『聖報』購読者が 800 人
を超えると危機感を覚えたのか、『時報』は 1924 年、リンス支部を開設











2 5 「聖州新報発刊予告」『時報』1921 年 5 月 6 日第 187 号第 3 面。 
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NOTICIAS DO BRASIL 
聖州新報 




1916年 8 月 31 日  
サンパウロ市エルネスト・デ・カ
ストロ街 18、郵函 375 
1917年 9 月 7日  RUA 
CONSELHERO FURUTADO No.39 
C.Postal 1082 SAO PAULO 






















































1924年 2 月 22 日版(第 361号) 6
ページ、7段組み、グーテンベルク
式ルビなし活字印刷(但し創刊時～
1919年 11月 14 日迄は石版刷り) 




1923年 2 月 23 日版(第 71 号) 4 ペ
ージ、7 段組み 当初は石版からジ
ンコ版(亜鉛版)：手書きのため読解




1924年 2 月 22 日版(第 361号)によ
れば、年間 18 ミル 前金払い 
週 1回、金曜日発行 
1917年 9 月 7日(第 2 号)版によれ
ば、年間 10ミル 前金払い 
週 1回、金曜日発行 
1923年 2 月 23 日版（第 71号）によ




















る。(1923年 2月 23日) 
購読料 25ミル（1925 年 1月 1 日） 25ミル（1925 年 1月 1 日） 20ミル(1925年 5 月 8日)活字版更 
発行部
数 
7000 部(1933 年）1936 年 4月から
週 3回発行、15000 部(1939 年) 
8200 部(1933 年) 
1931 年より週 2 回発行 
5300 部(1933 年)。1935年 12 月には
10000 部。1935年より週 3 回発行 





1928年 12月 21 日(第 607 号)8 面 
(NIPPAKU SHIMBUN) 
[NOTAS E INFORMAÇÂOES] 
 
1928年 6 月 22 日(第 558 号)20 面  
[O SOLO  È A PATRIA,CULTIVALO  
È ENGRANDECELA] (田園は我が
故郷、耕すは国の栄え) 
1925年 5 月 8日(第 177号)１面 
活字新聞切り替えと同時に、タイト




1939年 5 月 27 日(第 1716 号) 1941年 8 月 9日(第 2500 号)で一
時終刊、1946年 12 月 21 日(第
2545 号)で復刊 1952年 12 月 18 日
(第 3340号)廃刊。 
1941年 7 月 30 日、ただし現存の最
終版は 7月 26 日付紙(第 2235 号)。 
特記事
項 
1931年 3 月 26 日、三浦社主国外追
放。1939 年 7月、再度三浦国外追
放。日伯子供新聞 (1939年 1月 1
日～5 月 27 日)週 1 回 21 号発行。 
発刊当初よりポルトガル語講座案
内あり。1924年リンス支部開設。
1934年 9 月「子供の園」創刊。 
 
1934年 11月 13 日、サンパウロに本



































26  香山六郎、前掲書 10）、325 頁。 
27  香山六郎、前掲書 10）、320-321 頁。 
28 「社告 アラサツーバにあったノロエステ支社は、この度リンス市オズワルド・クル





 このようにして『日伯』、『時報』、『聖報』の 3 紙は、ノロエステを巡っ
て販路拡大抗争に凌ぎを削っていたのであった。例えば、1924 年当時の


























2 9 香山六郎、前掲書 10）、362－364 頁。 



















第 4 節 新聞の目指したものとその影響  
4-1 新聞の構成内容から見えるもの 
1923 年 6 月～8 月にかけてバウル市には、従来の週刊誌を日刊紙にした
外字新聞31“Correiro de Baulu”と“O Bauru o Tempo”が創設されたば
かりであった32。1917 年当時、ブラジル最大の新聞社であったエスタード
紙は、その 8 月の発行部数 1,604,995 部。うちサンパウロ市内 552,150 部、
田舎方面 268,789 部。一日平均約 5,300 部という数字を示しており、日本
語新聞とは比較にならない規模を誇っていた。 
これら外字新聞と比較して、バウル市には 1920 年代中頃には既に日本


























報』第 110 号（1925 年 5 月 8 日）から第 209 号（1925 年 12 月 18 日）ま
での７カ月間に、ノロエステ線ペンナポリスの国崎重次が同一地域の売買
広告を 29 回掲載していたのは、その典型例であったといえよう。 









33  拓務大臣官房文書課「拓務省統計概要」第 3 回(1932 年 1 月)23 頁によれば、1924 年



























































『聖報』1925 年 7 月 10 日第 186 号（左）、1932 年 4 月 5 日 第 650 号（右） 
 
 


































第 6 章  ブラジル移民知識人香山六郎の言動 
－移民俳句と日本語新聞を通して－ 
 


























                                                   
1   佐々木剛二「統合と再帰性─ブラジル日系社会の形成と移民知識人」『移民研究年

















第 2 節 初期移民俳句と移民知識人 












                                                   
2  清谷益次「新聞は移民にとっての何であったか」『人文研』No2（サンパウロ人文科
学研究所、1998 年）、7-8 頁。 
3  半澤典子「香山六郎と聖州新報（一）」『京都女子大学大学院文学研究科研究紀要史
学編』13 号（京都女子大学、2014 年）、12-22 頁。  



























                                                   




団法人多士会館）によれば、 上塚は 1896 年 3 月(第 6 回）、香山は 1906 年 3 月(第
16 回）の卒業生であった。上塚の在校時代の校名は熊本県尋常中学校、香山の時
代は熊本県立中学濟々黌と称していた。 
6  ジェニー脇坂『香山毒露俳句集』（私家本、2008 年）、1 頁。 
7  栢野桂山「俳諧小史」『ブラジル日系コロニア文芸』上巻（サンパウロ人文 科学







1908 年 9 月、モジアナ線のズモント耕地からの脱耕 9 家族 27 名が
配耕された、ノロエステ線サン・ジョアキン耕地での通訳兼監督の体験




















                                                   
8   佐々木剛二、前掲書 1）、25-26 頁。 
9  香山六郎『在伯日本移殖民 25 周年記念鑑』(聖州新報社、1934 年)、32-33 頁。  
1 0  ジェニー脇坂、前掲書 6）、1-2 頁。 
1 1    渡部南仙子「香山毒露翁」間嶋稲花水『ブラジル俳句百年』（ブラジル俳文  




ガ イ  
パウロ市内で玩具の製造販売などをしていた 12。その時、夫を亡くし 3 
人の子供を連れて帰国すべきか迷っていた笠戸丸移民で、ノロエステ移
民先駆者の一人であった熊本県出身・橋口重正の未亡人・タニを引き留
め、翌年結婚をしている。日本を離れて 6 年目で香山 28 歳、徴兵失効


















第 3 節  新聞俳句と新聞俳壇   
3－1 新聞俳句 




                                                   
1 2 ジェニー脇坂「病床」『清書原稿Ａ』（私家本、1976 年）、752-753 頁。 
1 3  ジェニー脇坂、前掲書 6）、50 頁。パスト（pasto）は放牧地や荒地の意味。 
1 4 ジェニー脇坂、前掲書 6）、1-2 頁。 
1 5 ジェニー脇坂「訣別」・「決意」『清書原稿Ａ』（私家本、1976 年）、546、553 頁。 
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図 6－1    サンパウロ州鉄道沿線の主要日本人移植民地概図（戦前）  
  筆者作成（2016 年 6 月） 








                                                   









は、アメリカ合衆国からの再移民・星名謙一郎が 1916  年 1  月創刊した 
週間『南米』であったという 17。ブラジル日本移民史料館に現存する





















こ と で 日 本 へ の 郷 愁 だ け で な く 、 ブ ラ ジ ル で 生 き て                   
いく意志を自己暗示させていたともいえる。このような意図は、俳句に 
                                                   
1 7  細川周平『日系移民文学Ⅰ-日本の長い旅［歴史］』（みすず書房、2012 年）、297、
299 頁。 
18 細川周平、前掲書 17)、299 頁。 
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も同様であった。      
1924 年、『時報』  














たのであろう。1924 年 10 月 10 日付『日伯俳壇』には、兼題に「日永」・
「東風」・「猫」、即題（席題）に「霞」・「淡雪」を掲げ、 8 人




図 6－2  公孫樹(香山の雅号)の短歌が掲
載された「伯国歌壇」        




『日伯』1924 年 10 月 10 日第 392 号第 4 面より抜粋 
 
































                                                   
2 0「日伯詩壇」『日伯』、1924 年 2 月 22 日第 361 号。  
2 1『聖報』1928 年 10 月 26 日第 445 号の文芸欄に「椰子によする」5 句を見る。  








   表 6-1 日本語新聞と移民文芸(1910-1930 年代) 
 
［ 用 語 解 説 ］  カ ン ポ （ cam po）： 草 原 、 レ ン ソ （ l e nço）： ハ ン カ チ ー フ 、 パ ル メ ー ラ
（ pa lm e ir a）： 椰 子 、 バ イ ア ノ （ bai ano）： バ イ ー ア 州 の 人 、 黒 人  
［ 参 考 資 料 ］栢 野 桂 山「 俳 諧 小 史 」『 ブ ラ ジ ル 日 系 コ ロ ニ ア 文 芸 上 巻 」（ サ ン パ ウ ロ 人 文
科 学 研 究 所 、 200 6 年 ）、 池 上 岑 夫 ・ 金 七 紀 男 他 『 現 代 ポ ル ト ガ ル 語 辞 典 』
（ 白 水 社 、 199 6 年 ）、『 日 伯 新 聞 』・『 伯 剌 西 爾 時 報 』・『 聖 州 新 報 』 各 紙  
                                                   
2 3 木村圭石（本名：貫一郎）は 1867 年愛知県生れ。1896 年東京帝大工学部卒。工業  
技師として新潟水力電気会社に赴任していた際、佐藤念腹を知り彼の結婚媒酌人を  
務める。1926 年家族で第一アリアンサに入植し、翌年には 1924 年に移民してきて  
いたアララギ派の歌人岩波菊治（雅号：掬二）宅で第 1 回俳句会を開き、「おかぼ 
会」を結成し、短歌俳句総合誌「おかぼ」を発刊。1932 年チエテ移住地にチエテ俳 
句会を結成し、コロニアの俳句王国建設に貢献。1937 年サンパウロで「三水会」を 
結成し俳誌『南十字星』を発刊したが、同誌は 1938 年 6 月、圭石の死により 3 号 
で休刊となった。栢野桂山「俳諧小史」『ブラジル日系コロニア文芸』上巻(サンパ 















































































































































                                                   
2 4 佐藤念腹（本名：謙二郎）：特に戦後の活躍が目覚ましい。1954 年、バウル－市に
移転し、1979 年、同市で死没。俳誌「木陰」を主宰し、『木陰雑詠選集』、『念腹句
集』他、多くの俳句関連著書がある。パウリスタ新聞編『日本・ブラジル交流人名
事典』（五月書房、1996 年）、113-114 頁。 
2 5  外務省「アリアンサ農園行移民列車衝突事件」『本邦移民関係雑件伯国ノ部』、
J.1.2.0.J2-1（外交史料館、1927 年）。 
「アリアンサ行殖民の特別列車正面衝突の大悲惨事」『聖報』1927 年 5 月 27 日 第
282 号。死者 5 名、負傷者 26 名。在伯邦人未曽有の椿事。 
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  私共は客観写生を高唱して居ります。季題を詠ずる文学としての俳句  
  は［…］客観写生でなければ   
 なりません。主観の句は    図 6－4 「聖報俳句(4）佐藤念腹選」 
［…］低級になるか旧套に 
堕するのが常であります。 








その後『時報』も 1935 年に 
初めて「時報俳壇」を創設し、 
念腹を選者に 40 名の投句者か 
らなる第 1 回全伯紙上俳句大 
会を行っている（図 6－5）。 図 6－5 念腹指導「時報俳壇と時報俳信」 
1930 年代初頭には、全ブラジ 
ルの俳句会は 40 以上、俳句人








                                                   
2 6「聖報文芸壇 俳句繁閑（8）念腹選」『聖報』1933 年 9 月 1 日 No.789。 
27  移民 70 年史編纂委員会『ブラジル日本移民 70 年史』（ブラジル日本文化協会、
1980 年）、253 頁。 
『聖報』1933 年 9 月 22 日第 795 号第 4 面より 
 














識による俳句会が生まれ、1924 年 10 月に結成されたトランスヴァル俳

















                                                   
2 8 細川周平、前掲書 17)、300 頁。  


































































                                                   
3 0 「三水会便り」『聖報』1937 年 1 月 26 日、第 1192 号、4 頁。 
3 1  「我等の俳句」『日伯』1929 年 7 月 18 日、第 633 号。8 月 8 日、第 636 号。 
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3 2  三水会の理念が誰でも自由に参加できることをその信条としたため、発会当初参加
を予定していた念腹は入会しなかった。三水会は戦前には『南十字星』、戦後は『叢』、
『花筏』などの句誌を発行していた。 
3 3 ジェニー脇坂「聖市の俳句会」『清書原稿Ａ』（私家本、1976 年）、1017 頁。 
3 4 ジェニー脇坂、前掲書 33）、1019 頁。 































                                                   
3 6 ジェニー脇坂、前掲書 33）、1023 頁。なお『聖報』1937 年版によると、吟行はサ
ンパウロ市郊外の森や植物園・公園などで行われ、参加者は 10 名前後であった。 
3 7 香山六郎『移民 40 年史』（私家本、1949 年）、331 頁。 
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表 6－2 ブラジル季題分類(1937 年当時) 





蓮 の 花 、マ ン ガ 、ア バ カ
テ、合歓の花、マモーナ、
ジャンブ、キアボの花  
お 年 玉 、 独 楽 回 し 、 ブ
ラ ジ ル 雑 煮 、除 草 、  ハ
ン モ ッ ク 、 蚊 帳 、 瓜 な
ま す 、 ソ ル ベ ッ チ  
元 日 、 初 日
薫 風 、 短 夜
極 月  
2月  





夕 立 、 木 下
闇 、 秋 近 し  
3月  
蟹 、 蟷 螂 、 油 虫 、  
ウ ル ブ ー  
朝 顔 、 鶏 頭 、 ア バ カ テ 、
胡 瓜  
カ ー ナ バ ル 、珈 琲 熟 る 山
視 、 視 察 、 鰯 焼 く  
秋 め く 、  
夕 焼 け  
4月  
鰯  ア ー リ ョ 、 珈 琲 の 実 、
今 年 米 、ミ ー リ ョ 、棉 、
草 の 花  
猟始（ 15日）、天長節（ 29日）、
山 立 て 、 棉 摘 み 、 豚 追
ひ 、 豚 追 ひ 出 す 、  
パ モ ー ニ ャ  
 
5月  
ツ カ ー ノ 、 ア ン タ  コ ウ ベ 、 苔 、 蜜 柑 、 椰
子 の 葉 、木 の 実 、熟 柿 、
種 キ ア ボ 、 棉 の 花 、 珈
琲 の 花  
入植、移民、移民列車、
棉摘み、豚追ひ出す、   
山立て、稲刈り、夜学  
正 秋 、 秋 空 、
秋 の 雹 、 霧  
6月  
 





蜜 柑 、 草 の 実 、 熟 柿  
サン・ジョアン、サン・ペ
ードロ（ 29日）、移民列車、
山 伐 り 、 カ ー ナ 刈 リ 、    
マンジョカ掘る、珈琲採
集、モ コ ト  
 
秋 の 水 、 夜
長 の 灯  
7月  ド ウ ラ ー ド 、  
ア ン タ 、 山 猫 、  
ツ カ ー ノ  
 
瓢骨忌（ 6日 ）、 山 伐 り 、
マ ン ジ ョ カ 掘 る 、 珈 琲
採 集 、 お で ん  
冬 野 原 、 風
邪 、冬 夜 、冬
の 蝶 、 寒 月 、









套、春 の 風 邪 、 毛 布  
 
冬 木 立 、  
冬 木 空  
9月  
鰡 、 ウ ル ブ ー  茄 子 の 花 、青 芝 、花 珈 琲  
山 焼 、 山 崩 し 、 珈 琲 植
え 、ムダンサ（ 転 耕 ）、配
耕、ぶ ら ん こ  
春 の 雨 、  
春 泥 、 春 寒  
10月  ラ ン バ リ ー 、 蛇 、
蜥 蜴 、草 虱 、サ ビ ア  
む か ご 、 シ ュ シ ュ 、 パ
ラ ナ 松 、 ピ ニ ョ ン 、 珈





11月  仔 牛 、仔 馬 、仔 山 羊、
タマンズーア、蛍、蛙、
プ レギ ッ サ 、  
ラ ン バ リー、 
砂蚤、アララ 
 
蘭 、 椰 子 の 花 、 白 百 合 、
ジャボチカバ、マラクジャ 
慰霊祭（1日）、簾女忌（ 21日）、
棉 撒 、 茶 摘 、 除 草 、 汗 、
昼 寝 、夏 休 み 、ふ ら こ こ  
夏木立、青野原、
若 葉 径  春 名
残 、 開 け 易
し 、 涼 し  
12月  
鰐の子、仔蛇、蛍 、
蟻 、 蝸 牛  
棉 の 花 、 ね む の 花 、 コ
ス モ ス 、 仙 人 掌 、 西 瓜
（ メ ラ ン シ ア ）  
クリスマス（ 25日 ）、除 草 、
年 の 暮 、 棉 の 間 引 き  




〔出典〕香山六郎『移民 40 年史』（私家本 1949 年）、 331 頁、  

























カタカナ表記 ブラジル語 　日本語名 カタカナ表記 ブラジル語 　日本語名




18 キアボ quiabo オクラ
3 ウルブー urubu 黒禿鷹 19 カーナ cana サトウキビ
4 ツカーノ tucano (鳥)オオハシ 20 コッケイロ coquero 椰子
5 アンタ anta (動）獏 21 パイネイラ paineira トックリ木綿
6 ピラーニャ piranha (魚)ピラニア 22 アーリョ alho にんにく
7 パクー pacu 淡水魚の名前 23 ミーリョ milho とうもろこし
8 ドウラード dourado (魚)ドラード 24 コウベ cobe flor カリフラワー
9 ランバリー lambari (魚)ヒメハヤ 25 イペー ipê ブラジルの国花
10 アララ arara コンゴウインコ 26 シュシュ shushu 糸瓜
11 ビッショ bicho 砂虱 27 ピニョン pinhão 松の実
12 プレギッサ preguiça (動)ナマケモノ 28 ジャボチカバ jaboticaba 木ぶどうの実
13 タツー tatu (動)アルマジロ 29 マラクジャ maracujá
パッションフ
ルーツ
14 マンガ manga (果実)マンゴー 30 ソルベッチ sorvete アイスクリーム
15 アバカテ abacate (果実)アボガド 31 パモーニャ pamonya
トウモロコシ粉
の練菓子
























ラジル政府は、外国からの移民数を過去 50 年間における入国者数の 
2％ の限度を超えてはならないと規定した、いわゆる「外国移民 2％割
当法」を成立させた 38。在ブラジル日本人たちは、これを「排日法」と







                                                   
3 8 亜米利加局第二課「第 67 回帝国議会説明参考資料」議 AM-4、A.5.2.0.1-3（外務省、   
1934 年）、368-369 頁。この法律を日本政府は「外国移民二分制限法」と称してい 
る。 
3 9「バウルー市から聖市へ本社移転に就て」『聖報』1934 年 10 月 23 日 第 904 号。 
なお、聖市とはサンパウロ市の略記。  







しかし、1937 年 11 月のヴァルガス独裁政権による新国家体制（Estado 
Novo）下での外国語新聞・雑誌発行取締規制公布により、『聖報』紙上
から 聖報俳壇・三水会俳句の華やかな一面は陰を潜めるようになって
しまった。その後 1941 年の外字新聞発行禁止令 42によって、日本人移
民の文芸活動は完全に停止させられ、香山も『聖報』の廃刊を、また、
黒石の『時報』も停刊を余儀なくさせられた 43。1941 年 12 月 8 日の日





在外公館は閉鎖された。結果、1942 年 7 月に日本政府代表は帰国し、
日本移民を棄民とまで思わせる危機感を在ブラジル日本人に抱かせた。








みた。1908 年のブラジル到着当初から香山は、日本への郷愁（saudade:  
サウダーデ）や敬意の念（respeito：ヘスペイト）を終生変わらず持ち
続けていた。彼の俳句全般の底流には常にこれらの観念が存在していた
                                                   
4 2 外務省「各国に於ける新聞・雑誌取締関係雑件伯国の部」（外交史料館、1941 年）、
A.3.5.0.6-16。 
4 3 「廃刊の辞」『聖報』1941 年 7 月 3 日、第 2236 号。『時報』は同年 8 月末をもっ
て停刊したが、1946 年 12 月に復刊した。『日伯』は、社主三浦鑿のブラジル国外























































第 7 章 コーヒー干害低利資金貸付問題と移民政策 
―1920-30 年代のブラジル・サンパウロ州を中心に― 
                           






















































第 2 節 八五低資問題の発端：コーヒー干害と土地売買 
 外務省通商局 1923 年 2 月時点でのサンパウロ州における外国人農場所
有状況調べによると、農場総数 79,169 のうち日本人所有の農場数は
 
1 香山六郎『在伯日本移植民 25 周年祈念鑑』（聖州新報社、1934 年）、597 頁、625 頁。 
2  竹崎八十雄『上塚周平』（上塚周平刊行委員会、1940 年）、317-319 頁、 350-354 頁。 
3  清谷益次『新聞は移民にとって何であったか(二)』（サンパウロ人文科学研究所、
1999 年）、3-5 頁。 
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1,167 でサンパウロ州全体の 1.5%、農場面積は 1,074 万 8,987ha でわずか






め、米、トウモロコシ、綿花などを間作した。   
サンパウロ州では 1918 年 6 月、1921 年 9 月、1923 年７月と数年おきに


















樹は 1924 年に比べて 1927 年には 2.3 倍と倍増している。これは 1924 年
当時の幼木が収穫可能な成木になったことや、新たに幼木が植栽されて増
 
4 通商局「サンパウロ州における外国人農場所有状況（1923 年 2 月現在）在バウルー帝
国領事館多羅間鉄輔代理副領事報告」『通商公報』(外務省、1923 年)。 
 
表 7-1 ノロエステ沿線日本人概況  
出典：香山六郎『ノロエステ日本人年鑑』(聖州新報社、1928 年) 










けている。                  
  
最近 6-7 か月に亘るサンパウロ州内地の大旱魃は 30 年来見ざる所にして
[…]、珈琲は至る所新旧樹を問わず凋落の色を呈し、蕾の儘枯死墜落する
ものあり、来年の収獲は[…]半作又は三分の一作に止まる可しと予想せら




から推計して、その収穫量は約 20 万俵ほどとなる。1924 年のコーヒー干
害が、ノロエステ地方の独立自営農民の経済的困窮をもたらしていたこ
とは明らかであったといえる。                                                                   









ウルーからビリグイに至る約 200km 間の、駅前を除いた半径 20km 圏内の 
                                                                         
5  「旱魃」『聖報』1923 年 12 月 14 日第 113 号。  
6  通商局「在サンパウロ斉藤総領事電報.1924 年 11 月－旱魃とその影響(伯国)」『通商
公報』（通商局第 3 課、1924 年）。 
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 図 7-1 北西線土地売一覧 『聖報』1923 年 7 月 13 日第 91 号より抜粋 
価格の単位はレイス。ポルトガル語では、「千＝ミル」といい、 
1 ミル=1000 レイスとなる。土地の表示価格は１アルケール当たり。 
 
比較的利便性の高い土地が、１アルケール(約 2.5ha)当り 300 ミルレイス
程度で 売り出されていたことがわかる。当時の 1 円は約 3,500 ミルレイ
ス前後(横浜正金銀行リオデジャネイロ支店調べ、以後、正金リオ支店)で















7 「如う切り抜けるか」『聖報』 1925 年 5 月 15 日第 178 号。 
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第 3 節 日本人移民地側の対応―上塚周平と請願運動  
 この悲惨な現状の中で立ち上がったのが上塚であった。上塚は 1876 年
7 月熊本県下益城郡杉上村に生れ、1907 年東京帝国大学（以下、東京帝大）
法科を卒業している8。東京帝大法科卒業後、皇国殖民合資会社のサンパ




を募っていた。ほぼ同時期の 1923 年～1925 年には打ち続く霜害、大雨、









 このような上塚の行為に関し、第 1 に、なぜ上塚はこのような行動をと
ったのか。第 2 に、何時からこのような計画を立て実践したのか。第 3 に、
 
8 青柳郁太郎『ブラジルに於ける日本人発展史(上巻)』（ブラジルに於ける日本人発展
史刊行委員会、1941 年）、359 頁。 
9 「各駅に於ける日本人所有土地面積の申出」『聖報』1925 年 7 月 10 日第 186 号。 
10 「上塚氏出聖」『聖報』1925 年 8 月 28 日第 193 号。田付七太(1867-193 年)は岐阜県














 第 1 について、田付大使報告から、上塚は 1918～24 年にかけてノロエ
ステ線にエイトール・レグール植民地(プロミッソン駅、別称上塚植民地、
面積 2,923 アルケール、土地所有家族 247)と上塚第二植民地（リンス駅、















た同窓生であり同郷人でもあった。1923 年 12 月から 1925 年 2 月にホノ
ルル総領事として転任するまで、在リオデジャネイロ帝国大使館参事であ
った15。その任期は田付大使の特命全権大使在任期間（1923 年 8 月～1926
年 8 月）と重なり、1924 年当時の田付大使によるノロエステ地方巡回時
 
12 外務省「ノロエステ沿線視察報告の件」『本邦移民関係雑件(伯国)』（外交史料館、
1924 年）、3.8.2. 285-5-4。 
13 外務大臣官房人事課「高等官略歴」『外務省年鑑』（クレス出版、[1922]1999 年）、
316-317 頁。 
14  竹崎八十雄『上塚周平』（上塚周平伝刊行会、1940 年）、285-287 頁。  






1924 年 7 月、サンパウロ州内でイジドロ将軍をリーダーとした不平軍
人たちによる反乱（サンパウロ革命またはイジドロ革命）が発生した17。






領事の報告（通公第 54 号、1924 年 8 月 23 日）や同年 12 月の田付大使報











な力となっていたのである。1926 年 1 月、田付大使のノロエステ沿線の
視察が、在サンパウロ赤松祐之総領事（以下、赤松総領事）を同行して実
施されたのは、これらの要請を受けてのことであったとも考えられよう。
その時の様子は『聖報』1926 年 1 月 15 日から 29 日に 3 週連続で確認す
 
16 外務省、前掲書 12）、1924 年。 
17  サンパウロ革命:1924 年 7 月 4 日、革命軍の首謀者イシドロ・ディアス・ロペス将軍
の名前からイシドロ革命ともいう。外務省『各国内政関係雑纂(伯国)(別冊サンパウ
ロ革命反乱』(外交史料館、1924 年)、1.6.2.1-4-2。 
18 外務省、前掲書 17）、1924 年。 
19  外務省「横浜正金銀行在伯本邦移民低利資金融通に関する件」『本邦移民関係雑件仮






85 万円の低利貸付資金とその行使方法が検討された後の 1926 年 8 月 13








らの歓喜の様子も伝わってくる。さらに 1927 年 5 月、上塚が発起人とな
って「田付大使銀の胸像寄付金募集」を『聖報』を通して呼びかけた際、
半年間でノロエステ地方を中心に 472 人から 9 コントス 666 ミルレイスが




(以下、内田。内閣総理大臣:1921 年 11 月、1923 年 8-9 月、外務大臣：
1918 年 9 月-1923 年 9 月)をはじめ清浦圭吾（内閣総理大臣：1924 年 1-6
月）、安達謙蔵（以下、安達。逓信大臣：1925 年 5 月－1927 年 4 月、内務
大臣：1926 年 12 月－1927 年 3 月、1929 年 7 月－1931 年 12 月）などが熊





20 外務省電文「リオデジャネイロ発信 幣原外務大臣宛」9 月 20 日接受（外交史料館
1926 年）、3.8.2.285-5。 
21  竹崎八十雄、前掲書 14）、319 頁。 
22  遠山茂樹・安達淑子『近代日本政治史必携』（岩波書店、1961 年）。香山六郎『回想
録』（サンパウロ人文科学研究所、1976 年）、350 頁。 
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係資料』によれば、内田と高橋（内閣総理大臣:1921 年 11 月－1922 年 6
月、大蔵大臣:1918 年 9 月－1922 年 6 月）は相前後して内閣総理大臣と大
蔵・外務などを務めており、内田と上塚司との接触はありえたと考えられ
る23。また、「内田康哉日記」には 1926 年 3 月 9 日、当時大蔵大臣秘書官
であった上塚司との行動が記載されている24。その時期は上塚たちの救済






第 4 節 日本政府による資金貸付とその背景 
コーヒー価格の下落は、ブラジルのコーヒー政策と為替相場の大暴落に
起因する点が大きかった。『日刊海外商報』(以下、『海外商報』)によれば、
1924－25 年のコーヒーの平均相場は 10 ㎏当り 40 ミル 200 レイスの高値
であったが、1925 年下半期以降次第に下落し、同年末には 27 ミルになっ
てしまった25。1926 年 1 月の田付大使と赤松総領事によるノロエステ地方
視察には、このコーヒー農家救済問題が関連していたと考えられよう26。 
1926 年 3 月 19 日、帝国議会衆議院予算委員会の席上、竹内大蔵政務次
官は下記のような趣旨説明を行い、在ブラジル日本人移民の経済的地歩確
立こそ緊急の課題であるとして、85 万円の救済資金要求を提案し（説明
文 A）、3 月 22 日の同委員会で可決された(説明文 B)。 
 




23 小林道彦他『内田康哉関係資料集成第 1 巻史料編１』（柏書房、2012 年）、83 頁、111
頁。 
24  小林道彦他、前掲書 23）に同じ。 
25  通商局「サンパウロ州政府の珈琲調整策」『日刊海外商報』No.466、(外務省、1926
年)。 
26 「田付大使の殖民地行脚」『聖報』1926 年 1 月 15 日第 212 号。 







第 17回)27。   
説明文 B: 討論ハ終結致シマシタ、(中略)次ニ原案ニ付テ採決イタシマス、
原案ニ賛成ノ諸君ハ起立ヲ願イマス〔賛成者起立〕多数デアリマス(中略)





額 1,265 万 9,579 円の 6.7％ほどにすぎなかった (帝国議会衆議院予算委













27  帝国議会衆議院予算委員会「帝国議会衆議院予算委員会議録(速記)17 回-竹内作平大
蔵政務次官上程案(抜粋）」『帝国議会衆議院委員会議録 50』（臨川書店、[1926]1988
年）、416 頁。 
28  帝国議会衆議院予算委員会「帝国議会衆議院予算委員会議録(速記)19 回-藤澤幾之輔
委員長言（抜粋）」（臨川書店、[1926]1988 年）、495 頁。 
29 「低利資金が 85 万円出た」『聖報』1926 年 4 月 16 日第 225 号。 
30  外務省「伯国本邦移民に対する長期低利資金融通に関する現地調査の結果報告の件」






創出せざるを得なかったのだ31。1922 年と 1926 年の生産基盤確立過程の
相違が救済資金創出の明暗を分けていたことになる。 
さらに、日本政府による低利資金貸付策の背景には、国内事情との関連
があったことは否めない。すなわち、1923 年 9 月の関東大震災による日
本国内の経済混乱打開策の一つとして内務省は、1924 年にブラジルへの
震災移民 110 家族に対し、一人当たり渡航費 200 円の全額補助を行い、国
策移民を輩出させていた32。これら出移民のブラジル側受入れ先としても

















31 『聖報』前掲書 26）、No.212、 No.214。 
32 外務省領事移住部『我が国の海外発展 移住百年の歩み(資料編)』（外務省、1972
年）、629 頁。 
33   外務省「サンパウロ州コーヒー耕地行日本移民に対する契約不更新の件」『日本外交  

















第 5 節 貸付と償還 
1926 年 6 月 22 日、バウルー領事館において赤松総領事とノロエステ植
民代表による貸付資金 85 万円の行使についての協議があり、新たに創設
した各駅借款団と領事館との直接交渉により、債務団 69 団体、被救済者












34  通商局｢伯国在留民干害貸付(85 万円)｣『第 52 回議会調書』(外務省、1926 年)、議













債務団 69 団体、被救済者口数 400 口に対する 85 万円の低利貸付資金は、
ノロエステ線関係借款団に 76 万円、ソロカバナ線星名グループに 9 万円
と配分された。貸付は 1926 年末から開始され 1927 年２月 26 日に終了し
ている。貸付時期が遅れたのは、1926 年 12 月 13 日、ソロカバナ線被救
済者団代表星名が横死し、その事務処理があったためとされている39。結
果、12 月 26 日バウルー領事館員 2 名がソロカバナ線プレジデンテ・プル
デンテへ出向し、翌 27日、直ちに資金貸出しを実行している。   





1927 年 2 月までにノロエステ地方借款団 69 団体への資金貸付は終了し、
同年末から返還が開始された。返還初年度は、同年内に償還すべき元金
21 万 2,300 円の 98％に当たる 20 万 7,148 円、延滞金は総額の 2.5％にあ
たる 5,331 円、1927 年分利子の 98％に当たる 3 万 8,845 円弱が返還され、
 
35  通商局、前掲書 34）に同じ。 
36 「低利資金借入申込書受付日」『聖報』1926 年 10 月 29 日第 253 号。 
37 「各駅における救済資金貸付受付日及世話人一覧表」『聖報』1926 年 10 月 15 日第
251 号。 
38 「上塚第二植民地から救済資金申請」『聖報』1926 年 11 月 19 日第 255 号。 
39  通商局、前掲書 34）に同じ。 
40 「低利資金の貸し出しまでの批判」『聖報』1927 年 2 月 4 日第 266 号。 
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未納額は総額 958.4 円の 1.7％弱とほぼ順調な返還状況であった41。返還






43。以後、元利償還総額 60 万 6892.83 円は大蔵省へ納入されたが、1928






たのだ。結果、1930 年末の元金償還額は、前年の 10 分の 1 以下の 4,109
円足らず、1930 年度分の元金返済額と元利皆済額の総計も 1 万 498 円で
前年の 12 分の 1 以下、1927 年度の約 25 分の 1 にまで激減していた46。 
 この返済困難な状況下の 1931 年 6 月 28～30 日にかけて再び大霜害が発
生した。この霜害により、サンパウロ州日本人所有コーヒー樹 4,120 万本





41  通商局「伯国在留民干害貸付」『第 55 回議会調書』議 TS15.3.3.6、(外務省、1928
年)、45-46 頁。 
42 「低資回収便り」『聖報』1927 年 12 月 2 日第 309 号。 
43 「ノロ線雑感」『聖報』1928 年 3 月 2 日第 411 号。 
44  通商局「伯国在留民干害貸付」『第 57 回議会調書』議 TS19、(外務省、1929 年)、
186-191 頁。 
45  通商局「在伯邦人独立農救済問題」『第 59 回議会調書』議 TS24、(外務省、1930 年)、
67-72 頁。 
46  通商局、前掲書 45）。 
47  通商局「珈琲干害貸付金(所謂八五低資）」『第 60 回議会調書』議 TS28、(外務省、






円の 73.3％止りとなってしまった。この時点で 1926 年 12 月に作成され
た「伯国在留民旱害貸付(85 万円)」の契約文に記された「1927 年より４
ケ年賦毎年４分の１ずつその年の 12 月末日に償還すること。1930 年 12
月末日をもってすべて償還済みとすること」は完全に達成不能となった。
1933 年になっても徴収額残金は 29 万円台を下ることはなく、延滞利子
2.2万円余、合計 31 万円強が焦げ付き状態であった49。 
                
第 6 節 事後処理と独立自営農民の動き 
世界恐慌とコーヒー恐慌,大霜害以外に独立自営農民に混乱を引き起こ
す要因となったのが、1930 年のヴァルガス革命であった。新国家体制
（エスタード・ノーボ：Estado Novo）を唱えたヴァルガスは 1933 年、経
済不況打開策として生産階級救済に乗出し、4 月 7 日付連邦令第 22,626
号により「支払猶予並高利取締令」を公布し、農村抵当物・農産物を保障
する契約や農業経営上の債務などについては、年 6％を超過してはならな
いと規定した50。また 12 月 1 日付連邦令第 23,533 号によって農村経済再
建目的の「農債半減令」を発表し、生産者階級救済に乗出すとともに、
これらの法律運用のための経済建直局を創設した51。 
「農債半減令」の概略は、1933 年 6 月 30 日以前の契約又は借換え・書
換えされた一切の農業債務で物権的担保を有するもの、および農業者の銀




48   通商局、前掲書 47）に同じ。 
49  通商局「珈琲干害貸付金(所謂八五低資）」『第 65 回議会調書』議 TS37(外務省、1933
年)、233-236 頁。 
50  「支払猶予並高利取締令」1933 年 4 月 7 日付.連邦令第 22,626 号。 
Decreto No.22,626 de 7 de Abril de 1933.   
51  亜米利加局「旱害貸付金整理方針」『第 67 回議会調書(下巻)』議 AM4. A.5.2.0.1-3、












状況は、債務団 69 のうち農債半減令の適用対象 52 団、不適用 3 団、書類

















                                                                         
52 「伯国臨時政府の農債半減令公布」1934 年 12 月連邦令第 23,533 号。
DecretoNo.23,533 de 1°de Dezembro de 1933 
53  亜米利加局、前掲書 51）。 









ブラジルではすでに 1907 年 1 月、大統領令第 1,637 号「ブラジル同業
及産業組合法」により産業組合設立に関する規定が示されていた56。この
規定に基づいた日本人による、農業協同化の契機となった組合結成の先駆









資金であったのである（図 6-1 参照）。 
 








55 竹崎八十雄、前掲書 14）、350-354 頁。 
56  拓務局「伯国同業及産業組合法」『拓務時報』第 1 巻、（日本図書センター、
[1931]2001 年）、77-78 頁。 
57 清谷益次・宮尾進『ブラジル日本移民・日系社会史年表－半田知雄編著改訂増補版』、
サンパウロ人文科学研究所、1996 年）、58 頁、64 頁。 



















おり、その団結力と推進力は強固であった。1926 年 8 月、「ノロエステ・
ソロカバナ在留民」の名義で当時の幣原外務大臣宛に救済資金の配慮に感
謝する電文を発信していた事例や、1927 年 5 月、上塚が発起人となって
「田付大使の胸像寄付金募集」を地元紙『聖報』を通して呼びかけた際に、










































                                                                         































（第 5 章－第 7 章）。 
本論の内容を各章ごとにまとめると、以下のようになった。 
































































から、コーヒー干害低利資金の貸与が 1926 年 3 月末の特別予算委員会
で可決審議されていた事実を確認できたこと、貸与を受けた独立自営
農民側が日本政府に送った謝礼の電文を発見したことであった。B5 版









第 2 節 本論の成果と意義 












































 この第 3 と第 4 の成果により、「八五低資問題」は、独立自営農民た
ちの積極的運動が功を奏した民間主導の実例として、今後の研究に寄
与できるものとなるであろうことを信ずる。 









































                                                   
1  国立国会図書館「電子展示会「ブラジル移民の 100 年」－資料の収集から電子展  
示会の提供まで－」月報、第 576 号第 4 章（1）、（国立国会図書館、2009 年）。  
2  外山脩『ブラジル日系社会百年の水流』初版、（トッパンプレス印刷、サンパウ  
























































2016 年は、香山六郎没後 40 年、生誕 130 周年の記念すべき年であ
った。また、ジェニー脇坂女史が、日本政府から春の叙勲により瑞宝
双光章を授与された記念の年でもあった。このような記念すべき時期
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